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》
 
 

『
夫
木
和
歌
抄
』
 
（
以
下
、
『
夫
木
抄
』
と
す
る
）
 
に
源
実
朝
の
歌
が
九
十
首
程
収
め
ら
れ
て
い
る
。
泳
者
名
を
「
鎌
倉
右
大
臣
」
 
 

と
す
る
歌
は
九
十
二
百
で
あ
る
の
だ
が
、
稿
者
が
今
、
「
九
十
首
程
」
と
、
は
っ
き
り
と
は
数
を
示
さ
な
い
の
は
、
後
述
す
る
ご
と
 
 

く
、
『
夫
木
抄
』
 
の
諸
伝
本
の
間
で
実
朗
歌
に
少
数
な
が
ら
出
入
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
他
集
で
は
別
人
の
詠
歌
と
さ
れ
る
も
の
が
 
 

あ
る
こ
と
、
『
夫
木
抄
』
 
の
み
が
実
朝
歌
と
し
て
載
せ
る
歌
の
中
に
他
の
文
献
資
料
を
以
て
し
て
は
実
朝
詠
で
あ
る
と
確
認
で
き
な
 
 

い
歌
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
事
実
が
あ
る
か
ら
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
、
『
夫
木
抄
』
に
載
る
実
朝
歌
は
「
九
十
首
程
」
で
あ
る
、
 
 

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
 
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
は
ど
の
よ
う
な
撰
歌
資
料
に
拠
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、
こ
の
集
の
成
立
が
、
鎌
倉
時
代
末
期
 
 

の
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
頃
つ
ま
り
実
朝
没
後
た
か
だ
か
八
十
年
後
の
頃
で
あ
る
わ
け
で
、
実
朝
の
家
集
で
あ
る
 
『
金
塊
和
歌
集
』
 
 

（
以
下
、
『
金
根
集
』
と
す
る
）
 
に
は
所
載
歌
・
部
類
・
配
列
・
歌
語
や
詞
書
の
本
文
な
ど
に
相
違
の
あ
る
幾
つ
か
の
異
種
本
が
存
 
 

在
し
、
実
朝
の
歌
は
変
容
し
っ
つ
流
伝
L
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
時
、
『
夫
木
抄
』
 
の
み
に
載
る
歌
の
出
ど
こ
ろ
の
件
を
始
め
と
 
 

し
て
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
『
夫
木
抄
』
と
『
金
椀
集
』
と
の
関
係
や
、
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
 
 
 

『
夫
木
和
歌
抄
』
 
所
載
実
朝
歌
の
本
文
の
吟
味
 
 

…
 
『
金
塊
和
歌
集
』
 
の
本
文
流
伝
と
の
関
連
に
お
い
て
 
 

犬
 
井
 
喜
 
寿
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歌
と
 
『
金
塊
集
』
所
載
歌
の
本
文
の
関
係
が
、
早
く
か
ら
先
覚
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
 
 
 

汀
戸
時
代
後
期
書
写
と
見
て
よ
い
東
海
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桃
国
文
庫
本
『
金
椀
和
歌
集
』
 
に
は
、
全
歌
に
亘
る
わ
け
で
は
な
い
 
 

が
、
「
夫
木
集
」
と
い
う
集
付
が
あ
り
、
所
々
、
『
夫
木
抄
』
 
と
の
校
翼
を
行
間
に
細
字
で
示
し
て
い
る
。
文
政
十
年
書
写
の
西
尾
市
 
 

山
石
瀬
見
庫
蔵
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
』
 
に
も
「
夫
木
」
と
い
う
集
付
が
梅
僅
か
な
が
ら
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
江
戸
時
代
後
期
書
写
と
 
 

見
て
よ
い
篠
山
鳳
鳴
高
校
成
育
山
文
庫
本
 
『
金
税
和
歌
集
』
 
で
は
、
巻
末
に
、
「
十
人
首
金
塊
集
二
不
見
」
と
L
て
、
『
金
塊
集
』
 
不
 
 

載
で
 
『
夫
木
抄
』
 
に
は
載
る
歌
を
十
八
首
、
一
括
し
て
掲
げ
て
い
る
 
（
そ
の
内
の
二
百
は
 
『
会
規
集
』
 
に
載
る
が
）
。
無
窮
会
図
書
 
 

館
平
沼
文
庫
蔵
松
岡
距
辛
苦
入
貞
草
根
本
に
も
「
矢
本
集
」
と
の
比
校
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
江
戸
時
代
の
先
覚
が
、
『
金
塊
集
』
 
 

の
皇
‖
写
な
ど
に
関
連
L
て
、
『
夫
木
抄
』
所
載
歌
や
そ
の
本
文
に
注
目
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
意
図
は
、
『
夫
木
抄
』
所
載
歌
 
 

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
が
、
集
付
■
校
A
‖
∴
退
補
と
い
う
も
の
の
性
格
上
、
集
付
を
付
 
 

し
た
人
物
、
校
合
を
試
み
た
人
物
、
追
補
を
行
っ
た
人
物
の
、
具
体
的
な
判
断
や
見
解
は
、
提
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
 
 
 

近
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
国
文
学
研
究
者
な
ど
に
よ
る
 
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
に
関
す
る
発
言
は
多
い
。
特
に
、
佐
佐
木
信
綱
 
 

っ
▲
 
 

博
士
が
昭
和
四
年
に
「
経
歴
三
牢
十
二
月
十
人
臼
」
と
い
う
定
家
自
筆
の
奥
書
を
持
つ
い
わ
ゆ
る
定
家
所
伝
本
を
発
見
さ
れ
、
翌
年
 
 
 

そ
の
本
文
を
複
製
で
公
刊
さ
れ
て
以
後
、
こ
の
件
に
関
す
る
発
言
が
き
わ
め
て
多
く
な
っ
た
。
 
 

川
田
順
氏
は
、
「
実
朝
の
全
制
作
」
 
の
歌
致
を
確
認
す
る
た
め
に
、
「
夫
水
和
歌
妙
所
載
の
中
、
金
椀
集
に
無
き
も
の
十
六
首
」
を
 
 

列
挙
さ
れ
、
「
そ
の
中
の
名
吟
三
首
だ
け
抜
い
て
」
評
釈
を
加
え
ら
れ
た
。
上
田
英
夫
氏
は
、
『
夫
木
抄
』
所
載
の
実
朝
歌
と
 
『
夫
木
 
 

抄
』
 
の
み
に
見
え
る
実
朝
歌
十
六
首
を
数
え
た
上
で
、
「
こ
れ
ら
の
歌
の
中
に
は
、
筏
の
作
即
ち
実
朝
二
十
二
歳
の
年
の
十
二
月
十
 
 

八
H
以
後
の
が
少
か
ら
ず
交
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
ら
う
」
と
、
定
家
所
伝
本
『
金
税
集
』
 
の
奥
書
に
見
え
る
日
付
を
軸
に
、
『
夫
木
 
 

’
J
 
 

抄
』
 
の
撰
歌
資
料
が
そ
れ
以
後
の
歌
を
載
せ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
た
っ
斎
藤
茂
吉
氏
も
、
「
夫
木
和
歌
抄
所
載
の
う
ち
金
塊
集
に
な
 
 

き
実
朝
の
歌
」
十
L
ハ
首
を
掲
げ
、
「
此
等
は
、
定
家
本
は
無
論
、
貞
享
本
、
図
書
寮
本
な
ど
の
原
に
な
っ
た
も
の
と
は
別
途
の
写
本
 
 

に
本
づ
い
て
ゐ
る
や
う
に
お
も
へ
る
。
そ
し
て
、
従
来
の
金
塊
集
に
収
め
ら
れ
た
も
の
以
後
の
作
に
か
か
る
も
の
も
あ
ら
う
と
お
も
 
 

ふ
し
、
或
は
散
在
し
た
歌
摘
に
樺
つ
た
も
の
も
あ
る
ら
し
く
お
も
は
れ
る
」
と
さ
れ
た
。
 
 
 

▲．  
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口
二
 
 
 

最
近
の
研
究
で
は
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
が
、
『
金
塊
集
』
 
の
注
解
を
さ
れ
た
際
に
、
『
金
塊
集
』
 
の
「
建
暦
三
年
本
に
見
出
せ
な
い
実
 
 

朝
歌
」
と
し
て
「
『
夫
木
和
歌
抄
』
 
の
十
五
首
」
な
ど
を
あ
げ
て
、
「
九
十
四
首
が
知
ら
れ
る
」
と
数
え
ら
れ
、
「
実
朝
歌
拾
遺
」
と
 
 

し
て
、
そ
の
十
五
首
等
に
注
解
を
施
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
諸
先
覚
に
 
『
夫
木
抄
』
と
 
『
金
塊
集
』
 
の
関
係
等
に
つ
い
て
種
々
御
見
解
の
提
示
は
あ
る
が
、
近
代
以
後
は
、
特
 
 

に
『
金
塊
集
』
 
に
は
載
ら
な
い
実
朝
歌
が
、
そ
れ
も
、
建
暦
三
年
に
書
写
さ
れ
た
定
家
所
伝
本
に
載
ら
な
い
歌
が
、
そ
の
本
が
実
朝
 
 

在
世
中
の
写
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
先
覚
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
 
『
金
塊
集
』
 
不
載
歌
の
問
題
と
同
じ
程
度
に
、
あ
る
い
は
そ
の
 
『
金
税
集
』
 
不
載
歌
の
問
題
以
上
に
、
重
 
 

要
な
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
『
夫
木
抄
』
所
載
美
観
歌
と
現
存
『
金
規
集
』
諸
本
等
の
実
朝
家
集
に
載
る
歌
と
の
本
文
の
関
係
 
 

は
、
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
『
夫
木
抄
』
 
に
「
鎌
倉
右
大
臣
」
 
の
詠
と
し
て
載
る
歌
に
つ
い
て
、
管
 
 

見
に
入
っ
た
 
『
金
塊
集
』
諸
伝
本
や
諸
勅
撰
集
・
諸
私
撰
集
所
載
の
本
文
と
の
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
現
在
の
資
料
条
件
に
よ
っ
て
 
 

確
か
め
得
る
 
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
の
撰
歌
資
料
の
本
文
の
傾
向
を
明
ら
か
に
し
、
併
せ
て
、
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
流
伝
に
お
け
 
 

る
 
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
の
担
う
意
味
に
つ
い
て
、
私
見
を
碇
示
し
た
い
。
 
 1
7
こ
 
 
 

検
討
の
対
象
と
す
る
 
『
夫
木
抄
』
 
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
第
二
巻
 
私
撰
集
編
』
所
収
本
文
（
底
本
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
）
 
と
 
 

「
＄
 

l
q
■
 
 

し
、
公
刊
の
あ
る
、
国
書
刊
行
会
編
『
夫
木
和
歌
抄
』
、
『
細
川
家
 
永
青
文
庫
叢
刊
 
夫
木
和
歌
抄
』
 
（
北
岡
文
庫
本
影
印
）
、
『
作
 
 

者
分
類
 
夫
木
和
歌
抄
 
本
文
篇
』
 
（
底
本
、
静
義
堂
文
庫
蔵
本
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
と
北
岡
文
庫
本
と
を
対
校
）
を
参
照
す
る
。
 
 

『
夫
木
抄
』
は
校
訂
本
文
を
吟
味
の
対
象
と
し
、
対
す
る
『
全
株
集
』
は
写
本
・
版
本
の
表
記
の
ま
ま
を
検
討
す
る
わ
け
で
、
厳
密
 
 

さ
を
欠
く
こ
と
に
は
な
る
が
、
本
文
の
関
係
の
大
概
は
、
そ
の
検
討
を
以
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

な
お
、
『
金
塊
集
』
 
の
諸
本
の
中
で
稿
者
の
管
見
に
入
り
『
夫
木
抄
』
と
比
較
検
討
す
る
伝
本
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

定
家
本
系
統
 
定
家
所
伝
本
系
列
 
校
岡
忠
良
氏
蔵
 
藤
原
定
家
所
伝
本
（
岩
波
書
店
刊
、
複
製
）
 
 
（
略
号
）
定
家
 
 

市
立
函
館
図
書
館
蔵
本
 
（
新
典
社
刊
、
複
製
）
 
 

松
平
文
庫
本
系
列
 
島
原
図
書
館
蔵
 
松
平
文
庫
本
 
 

桧 函   
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類
従
本
系
統
 
 

貞
享
本
系
統
 
貞
享
四
年
版
行
本
 
 

版
本
転
写
本
系
列
 
 

真
淵
評
語
本
系
列
 
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
 
南
葵
文
庫
本
 
 

静
嘉
重
文
庫
蔵
本
 
 

彰
考
銘
文
庫
蔵
 
小
山
田
与
清
書
入
本
 
 

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
狩
野
文
庫
本
 
 

上
田
図
書
館
蔵
 
藤
達
文
庫
本
 
 

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
 
初
雁
文
庫
 
天
保
四
年
写
本
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
 
初
雁
文
庫
 
天
保
十
四
年
写
本
 
 

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
玉
里
文
庫
本
 
 

大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
森
文
庫
本
 
 

内
閣
文
庫
歳
 
（
二
〇
一
・
四
五
五
）
 
本
 
 

彰
考
館
文
庫
蔵
 
（
巳
一
四
）
 
本
 
 

架
蔵
 
群
書
類
従
元
版
 
巻
二
三
二
所
収
本
 
 

架
蔵
 
辞
書
類
従
系
写
本
 
 

架
蔵
 
貞
享
四
年
北
村
四
郎
兵
衛
版
行
本
 
 

秋
田
県
立
図
書
館
蔵
本
 
 

宮
城
県
図
書
館
蔵
 
伊
達
文
庫
 
（
二
四
人
■
一
二
）
 
本
 
 

東
海
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
桃
園
文
庫
本
 
 

茨
城
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
菅
文
庫
本
 
（
真
淵
評
語
喜
入
版
本
写
）
 
 

東
京
大
学
繚
合
図
書
館
蔵
 
文
久
三
年
写
本
 
（
真
淵
評
語
善
人
版
本
写
）
 
 

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
 
（
真
淵
評
語
善
人
版
本
写
）
 
 

森 玉 雁 初 筑上 狩 小静南 岩 東 菅 桃達秋 貞 夫類彰 内  
幸  従   
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〓
 
 
 

『
金
塊
集
』
諸
伝
本
の
本
文
に
関
す
る
稿
昔
の
本
文
調
査
の
結
果
を
、
既
に
報
告
L
た
も
の
に
よ
り
、
粒
々
示
し
て
お
く
。
 
 
 

定
家
本
系
統
は
、
六
六
三
首
の
歌
が
四
季
・
賀
・
恋
・
旅
・
雑
に
部
類
さ
れ
た
系
統
で
あ
る
。
「
建
暦
三
年
十
二
月
十
八
日
」
と
 
 

い
う
、
藤
原
定
家
自
筆
の
奥
書
を
持
つ
定
家
本
と
、
そ
の
定
家
本
と
表
記
や
仮
名
の
字
母
の
点
に
至
る
ま
で
殆
ど
同
じ
本
文
で
あ
る
 
 

函
本
と
が
、
同
文
を
構
え
て
い
る
｝
つ
の
系
列
で
あ
る
。
「
定
家
所
伝
本
系
列
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
あ
と
の
松
・
内
・
彰
の
≡
 
 

本
は
、
先
の
定
家
所
伝
本
系
列
に
此
し
て
、
歌
が
一
首
乃
至
三
首
脱
宿
し
て
お
り
、
歌
順
に
小
異
が
あ
り
、
異
文
も
少
な
か
ら
ず
あ
 
 

る
。
表
記
に
は
大
異
が
あ
る
。
こ
れ
ら
三
本
は
、
大
き
く
見
て
、
こ
の
系
統
内
で
先
の
定
家
所
伝
本
系
列
に
対
立
す
る
本
文
を
持
つ
 
 

一
つ
の
系
列
で
あ
る
。
本
満
で
は
、
仮
に
「
松
平
文
庫
本
系
列
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

類
従
本
系
統
は
、
部
類
と
歌
の
配
列
は
定
家
本
系
統
と
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
定
家
本
系
統
に
載
る
歌
が
一
〇
首
、
欠
け
て
い
る
。
 
 

そ
れ
に
、
巻
末
に
、
「
一
本
及
印
本
所
載
歌
」
と
し
て
、
定
家
本
系
統
に
比
し
て
欠
l
ナ
る
歌
な
ど
六
十
六
首
を
、
版
本
等
に
よ
っ
て
 
 

追
補
L
て
い
る
。
基
本
的
に
は
定
家
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
わ
け
で
、
系
統
と
し
て
は
独
立
き
せ
ず
、
定
家
本
系
統
に
含
め
る
見
解
 
■
1
2
 
 

を
示
さ
れ
る
む
き
も
あ
る
。
確
か
に
、
「
完
家
本
系
統
 
類
従
本
系
列
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
集
に
関
す
る
塙
 
 

者
の
本
文
調
査
が
未
だ
半
ば
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
「
一
本
及
印
本
所
範
歌
」
と
い
う
追
加
は
山
種
の
改
編
・
増
補
で
も
あ
 
 

る
わ
け
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
多
く
の
先
覚
に
従
っ
て
、
こ
れ
を
ひ
と
ま
ず
独
立
し
た
一
つ
の
系
統
と
扱
う
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

貞
享
本
系
統
は
、
七
一
九
首
の
歌
を
四
季
・
恋
■
雉
に
部
類
し
た
も
の
で
、
歌
の
配
列
も
先
の
二
系
統
と
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
 
 
 

写
 
本
 
系
 
列
 
宮
城
県
図
書
館
蔵
 
伊
達
文
庫
（
二
四
八
二
三
）
本
 
 

神
宮
文
庫
蔵
本
 
 

彰
考
相
見
靡
蔵
 
（
巳
六
）
本
 
 

高
松
宮
家
蔵
本
 
 

篠
山
鳳
鳴
高
校
蔵
 
青
山
文
庫
本
 
 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
 
（
五
〇
一
・
七
二
〇
）
 
本
 
 

内
閣
文
庫
蔵
 
（
二
〇
一
・
四
五
六
）
 
本
 
 

閣 富者高 考神伊  
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抄
』
諸
本
で
詠
音
名
を
欠
い
た
り
異
に
す
る
も
の
、
 
 

次
に
掲
げ
る
 
「
歌
番
号
対
照
表
」
 
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
『
作
者
分
類
 
夫
木
和
歌
抄
 
本
文
篇
』
 
の
注
記
に
拠
っ
て
、
 
 

詞
書
や
歌
語
の
本
文
に
も
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
こ
の
系
統
の
諸
伝
本
は
、
所
載
歌
・
歌
順
・
歌
や
詞
書
の
本
文
の
差
異
な
ど
に
よ
っ
 
 

て
、
貞
享
四
年
版
行
本
と
そ
れ
を
写
し
た
 
「
版
本
転
写
本
系
列
」
、
賀
茂
真
淵
の
評
言
や
本
文
に
関
す
る
考
察
を
行
間
や
上
小
口
に
 
 

記
入
し
た
「
真
淵
評
語
本
系
列
」
、
「
写
本
系
列
」
 
の
三
系
列
に
分
け
ら
れ
る
。
真
淵
評
語
本
は
版
本
の
本
文
を
底
本
と
し
て
お
り
、
 
 

そ
の
系
列
の
諸
本
の
本
文
は
お
お
む
ね
版
本
転
写
本
系
列
の
本
文
で
あ
る
が
、
細
部
に
お
い
て
小
異
が
あ
る
。
な
お
、
菅
・
東
・
岩
 
 

の
三
本
は
、
真
淵
の
評
語
を
書
き
入
れ
た
貞
享
版
本
を
転
写
L
た
も
の
で
、
そ
の
本
文
は
真
淵
評
語
本
系
列
と
L
た
諸
本
と
は
小
異
 
 

が
あ
り
、
版
本
転
写
本
系
列
と
位
置
付
け
る
方
が
よ
い
。
写
本
系
列
は
、
所
載
歌
が
三
首
少
な
い
だ
け
で
、
歌
順
は
貞
享
本
系
統
と
 
 

同
じ
で
あ
る
が
、
歌
語
に
つ
い
て
細
部
を
見
る
と
、
版
本
の
系
列
、
つ
ま
り
阪
本
・
版
本
転
写
本
系
列
・
真
淵
評
語
本
系
列
に
比
べ
 
 

て
、
定
家
本
系
統
の
本
文
に
近
い
と
こ
ろ
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
 
 
 

『
金
棉
集
』
 
に
関
す
る
病
者
の
調
査
の
結
果
は
、
未
だ
中
間
報
告
の
域
を
出
な
い
が
、
以
上
の
系
統
分
類
・
系
列
細
分
の
結
果
を
 
 

以
て
、
本
稿
に
お
い
て
、
『
夫
木
抄
』
 
所
載
実
朝
歌
の
本
文
と
比
較
検
討
L
、
『
夫
木
抄
」
所
載
実
朝
歌
が
 
『
金
税
集
』
 
の
い
ず
れ
の
 
 

系
統
の
い
ず
れ
の
系
列
の
本
文
に
似
る
、
あ
る
い
は
、
相
違
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
は
、
『
夫
木
抄
』
 
所
載
 
 

の
実
朝
歌
の
撰
歌
資
料
の
追
及
で
は
あ
る
が
、
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
流
伝
の
跡
づ
け
と
い
う
意
味
で
の
検
討
で
も
あ
る
。
 
 

《
 
二
 
》
 
 
 

『
美
本
抄
』
所
載
実
朝
故
に
つ
い
て
、
『
金
塊
集
』
諸
系
統
お
よ
び
諸
勅
撰
集
・
諸
私
撰
集
所
載
状
況
を
確
認
L
、
整
理
す
る
と
、
 
 

、
川
－
 
 

及
び
、
歌
の
出
入
り
に
つ
い
て
、
 
 
「
そ
の
他
∴
任
」
欄
に
付
言
す
る
。
 
 
 『  
夫  
木  
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く
さ
ふ
か
き
 
 

我
が
宿
の
 
 

見
て
も
猶
 
 

春
く
れ
ば
 
 

桜
花
 
 

滝
の
上
の
 
 

春
く
れ
ば
 
 

春
ふ
か
み
 
 

高
ま
ど
の
 
 

あ
杏
に
よ
L
 
 

春
ふ
か
み
 
 

わ
が
宿
の
 
 

山
ぶ
き
の
 
 

立
ち
か
へ
り
 
 

五
月
雨
の
 
 

郭
公
 
 

ほ
と
と
ぎ
す
 
 

し
な
が
ど
り
 
 

も
の
の
ふ
の
 
 

か
き
つ
ば
た
 
 

古
囁
と
 
 

か
す
み
の
谷
に
 
 

八
重
の
紅
梅
 
 

あ
か
ず
ぞ
有
り
け
る
 
 

酒
色
ま
さ
る
 
 

ち
り
か
ひ
か
す
む
 
 

み
ふ
ね
の
山
の
 
 

い
と
か
の
山
の
 
 

嵐
の
山
の
 
 

尾
上
の
雅
子
 
 

な
ら
の
山
＝
な
■
る
 
 

花
散
り
か
か
る
 
 

八
重
の
山
ぶ
き
 
 

花
の
雫
に
 
 

み
て
を
渡
ら
ん
 
 

雲
の
か
か
れ
る
 
 

き
く
と
は
な
し
に
 
 

き
な
く
五
月
の
 
 

ゐ
な
山
わ
か
れ
 
 

や
そ
う
ぢ
山
の
 
 

お
ふ
る
さ
は
ぺ
に
 
 

成
り
に
し
を
の
の
 
 
 

四
〇
七
 
 
 

六
九
一
 
 
 

大
九
二
 
 

七
八
二
 
 

一
一
五
二
 
 

一
二
四
二
 
 

血
三
〇
四
 
 

一
五
〇
〇
 
 

一
七
六
九
 
 

二
八
n
七
 
 

一
九
二
九
 
 

二
〇
四
六
 
 

二
〇
四
七
 
 

二
一
二
六
 
 

二
八
七
〇
 
 

二
八
七
一
 
 

二
八
七
二
 
 

二
八
九
六
 
 

二
八
九
七
 
 

三
二
七
口
 
 

三
四
六
八
 
 

五
四
〇
 
 
 

三
六
 
 
 

二
三
 
 
 

八
五
 
 
 

七
二
 
 
 

七
三
 
 
 

八
二
 
 
 

四
三
 
 
 

内
二
 
 
 

九
五
 
 
 

九
人
 
 
 

九
六
 
 

一
〇
七
 
 

〓
二
七
 
 

一
二
一
 
 

四
〇
〇
 
 
 

二
二
 
 
 

八
三
 
 
 

七
〇
 
 
 

七
一
 
 
 

八
〇
 
 
 

四
二
 
 
 

四
〇
 
 
 

九
二
 
 
 

九
五
 
 
 

九
三
 
 

一
〇
二
 
 

｝
三
二
 
 

一
一
六
 
 

三
九
一
 
 
 

≡
九
 
 
 

八
〇
 
 
 

七
五
 
 
 

九
二
 
 
 

九
一
 
 

一
〇
六
 
 

一
〇
五
 
 
 

九
四
 
 

一
二
〇
 
 

一
一
三
 
 

一
〇
九
 
 

一
五
四
 
 

l
四
〇
 
 

五
二
九
 
 

後
車
七
五
 
 

徳
葉
三
二
五
 
 

貞
享
青
木
補
一
。
東
棟
類
六
八
ハ
 
「
光
西
法
師
」
 
 

ト
ス
ル
。
 
 

複
葉
五
二
〇
・
東
棟
中
五
三
・
束
操
惑
ご
0
0
 
 

万
代
四
一
六
・
名
寄
二
二
〇
四
 
 

風
雅
二
四
一
・
名
寄
七
〇
四
 
 

律
菓
六
九
三
 
 

万
代
¶
八
大
・
篠
菓
六
八
七
 
 

複
葉
五
七
四
・
東
撰
中
五
八
・
東
撰
類
二
八
五
 
 

複
葉
七
四
五
 
 

徳
菓
七
二
九
 
 

複
葉
九
四
〇
 
 

複
葉
八
五
二
 
 

律
菓
二
九
三
八
 
 

貞
享
青
木
補
二
 
 

貞
享
青
木
補
三
 
 

東
撰
中
一
六
八
■
貞
享
青
木
補
四
。
北
岡
本
ハ
コ
ノ
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我
が
宿
の
 
 

こ
ひ
こ
ひ
て
 
 

七
夕
の
 
 

秋
も
は
や
 
 

久
方
の
 
 

か
り
が
ね
も
 
 

磨
く
さ
に
 
 

あ
き
の
夜
の
 
 

あ
だ
L
の
の
 
 

人
ご
こ
ろ
 
 

よ
し
の
河
 
 

よ
を
さ
む
み
 
 

ゆ
ふ
づ
く
よ
 
 

我
が
こ
ひ
は
 
 

あ
は
ぢ
L
ま
 
 

雪
ふ
り
て
 
 

し
ら
雪
の
 
 

と
き
に
よ
り
 
 

ひ
む
が
L
の
 
 

伊
豆
の
国
 
 

と
き
は
山
 
 

ま
せ
の
は
た
ち
に
 
 

稀
に
達
ふ
夜
は
 
 

別
を
を
L
み
 
 

す
ゑ
の
は
ら
の
に
 
 

あ
ま
と
ぷ
雁
の
 
 

と
も
ま
ど
は
せ
り
 
 

露
の
致
そ
ふ
 
 

月
の
み
ヤ
こ
の
 
 

く
ず
の
う
ら
ふ
く
 
 

あ
さ
ざ
は
を
の
に
 
 

も
み
ぢ
ば
な
が
る
 
 

う
ら
の
松
風
 
 

み
つ
し
ほ
あ
ひ
の
 
 

も
も
し
ま
め
ぐ
る
 
 

か
よ
ふ
ち
ど
り
の
 
 

け
ふ
と
も
L
ら
ぬ
 
 

ふ
る
の
山
べ
の
 
 

す
ぐ
れ
ば
民
の
 
 

国
に
我
が
を
れ
ば
 
 

山
の
商
に
 
 

八
尾
の
時
の
 
 

八 八 八 上 土 セ 六 六 六 六 六 五 五 五 五 四 四 四 四 四 三  
二 0 0 八 六 五 八八八 八四 八八 六 五 九 几七 0 0 四  
一 五 五 八 四 大 二 二 二 一 五 大 四 二 六 大 九 ≡ 一 一  九  
七 九 一 一 五 七 二 一 ○ 九 一 七 三 ニ セ ニ 六 九 八七 一  

五
五
二
 
 

一
六
九
 
 

一
七
〇
 
 

五
一
九
 
 

二
二
九
 
 

二
二
六
 
 

二
〇
七
 
 

二
〇
九
 
 

三
八
〇
 
 

二
八
四
 
 

二
九
四
 
 

二
九
五
 
 

五
〇
七
 
 

三
九
一
 
 

二
二
二
八
 
 

三
四
四
 
 

六
一
九
 
 

六
六
二
 
 

六
四
三
 
 
 

五
四
≡
 
 

一
六
四
 
 
 

〓
ハ
五
 
 
 

五
山
〇
 
 
 

二
二
三
 
 
 

二
二
〇
 
 
 

二
〇
二
 
 

＊
六
七
二
 
 
 

三
七
一
 
 

二
七
六
 
 

一
一
八
五
 
 
 

二
八
六
 
 
 

四
九
人
 
 
 

三
八
二
 
 
 

三
二
九
 
 
 

三
三
五
 
 
 

六
〇
九
 
 
 

六
五
二
 
 
 

六
三
三
 
 

閃
二
二
四
 
 

一
九
七
 
 

一
九
八
 
 

五
七
七
 
 

二
二
二
 
 

二
三
四
 
 

二
四
九
 
 

二
五
三
 
 

五
二
六
 
 

三
一
七
 
 

三
五
四
 
 

三
五
一
二
 
 

四
二
九
 
 

四
五
七
 
 

三
九
〇
 
 

四
〇
」
 
 

七
山
九
 
 

六
八
一
 
 

六
四
三
 
 
裏
玉
四
一
八
 
 

玉
葉
二
七
九
四
・
複
葉
三
二
九
八
 
 

貞
享
青
木
補
八
 
 
 

歌
ヲ
欠
ク
。
 
 

篠
栗
二
八
一
四
 
 

複
葉
一
四
九
五
 
 

複
葉
一
四
九
六
。
書
陵
本
ハ
読
者
名
欠
。
 
 

複
葉
三
一
一
六
 
 

復
業
一
七
六
二
 
 

万
代
九
〇
七
■
雲
棄
四
四
六
－
名
寄
六
一
五
一
 
 

万
代
一
一
五
四
 
 

複
葉
二
九
三
六
 
 

貞
享
青
木
補
五
 
 

徳
葉
二
五
三
八
 
 

複
葉
二
五
三
七
 
 

後
葉
二
八
七
口
 
 

万
代
二
三
〇
四
 
 

万
代
一
五
一
一
・
複
葉
二
七
八
九
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わ
た
つ
う
み
の
な
か
に
む
か
ひ
て
 
 

は
し
る
ゆ
の
 
神
と
は
む
べ
ぞ
 
 

や
は
た
山
 
 
小
高
き
拾
に
 
 

た
づ
の
ゐ
る
な
が
ら
の
は
ま
の
浜
風
 
 

袖
ま
く
ら
 
 

ふ
か
く
さ
の
 
 

か
さ
き
ぎ
の
 
 

か
ち
人
の
 
 

伊
勢
の
海
 
 

玉
く
し
げ
 
 

み
な
と
風
 
 

ひ
め
島
の
 
 

大
沢
の
 
 

は
ま
べ
な
る
 
 

月
き
よ
み
 
 

月
の
す
む
 
 

月
ぞ
す
む
 
 

あ
め
つ
ち
の
 
 

わ
が
こ
ひ
は
 
 

み
く
ま
の
の
 
 

わ
く
ら
ば
に
 
 

霜
お
く
床
の
 
 

た
に
の
う
ぐ
ひ
す
 
 

は
に
お
く
つ
ゆ
の
 
 

わ
た
れ
ば
ゆ
る
ぐ
 
 

浪
に
た
け
た
る
 
 

は
こ
ね
の
海
は
 
 

い
た
く
な
吹
き
そ
 
 

小
松
が
う
れ
に
 
 

他
の
水
草
 
 

ま
へ
の
川
瀬
を
 
 

さ
よ
ふ
け
ゆ
け
ば
 
 

い
そ
の
ま
つ
か
ぜ
 
 

な
れ
こ
し
秋
は
 
 

ひ
ら
け
L
世
よ
り
 
 

か
ご
の
渡
の
 
 

な
ち
の
お
山
に
 
 

ゆ
き
て
も
み
し
か
 
 

八
七
八
一
 
 

九
一
二
二
 
 

九
三
八
九
 
 

九
四
七
〇
 
 

一
〇
二
九
九
 
 

一
〇
三
〇
九
 
 

一
〇
三
四
四
 
 

一
〇
五
九
四
 
 

l
〇
八
〇
〇
 
 

一
一
一
四
八
 
 

一
一
四
〇
七
 
 

一
一
八
五
五
 
 

一
二
〇
七
七
 
 

一
二
一
一
二
一
 
 

一
二
二
五
五
 
 

一
二
三
六
六
 
 

一
二
四
大
九
 
 

一
二
四
八
四
 
 

一
二
四
八
五
 
 

一
二
六
五
九
 
 

一
二
六
六
〇
 
 

四
八
六
 
 

六
五
一
 
 

五
大
四
 
 

六
四
二
 
 

六
四
四
 
 

三
一
四
 
 

三
六
〇
 
 
 

五
二
三
 
 

五
三
九
 
 

三
七
六
 
 

五
九
二
 
 

ニ
ー
四
 
 

六
三
八
 
 

／
 
 

三
六
一
 
 

二
八
九
 
 

六
三
四
 
 

l
一
九
六
 
 

五
七
三
 
 

五
一
四
 
 
 

五
三
〇
 
 
 

三
六
七
 
 
 

五
八
二
 
 
 

二
〇
八
 
 
 

六
二
八
 
 

＊
七
〇
三
 
 
 

三
五
二
 
 
 

二
八
〇
 
 
 

六
二
四
 
 
 

二
八
七
 
 

五
」
ハ
三
 
 

四
七
七
 
 

六
四
t
 
 

五
五
五
 
 

六
三
二
 
 

六
三
四
 
 

三
〇
五
 
 

三
五
一
 
 

五
八
二
 
 
 

〓
二
 
 

四
一
六
 
 

七
〇
二
 
 

二
八
〇
 
 

六
九
七
 
 

五
七
〇
 
 

六
五
五
 
 

三
二
七
 
 

七
〇
一
 
 

三
五
五
 
 

三
四
五
 
 

四
八
六
 
 

六
三
九
 
 

二
七
八
 
 

六
四
一
 
 

六
四
二
 
 

六
二
四
 
 

六
五
六
 
 
複
葉
三
二
六
八
 
 
 

玉
葉
九
二
t
・
万
代
一
四
三
二
・
複
葉
二
五
三
 
 

九
・
名
寄
四
五
七
二
 
 

貞
享
青
木
補
九
 
 

貞
享
青
木
補
一
〇
。
書
陵
本
コ
ノ
歌
欠
。
 
 

複
葉
三
二
九
七
・
閏
月
四
八
二
 
 

複
葉
一
九
八
一
 
 

複
葉
三
一
〇
八
 
 

万
代
三
七
九
二
・
名
寄
四
四
二
九
・
九
〇
七
九
 
 

複
葉
三
一
二
一
 
 

複
葉
七
国
 
 

後
菓
二
八
二
二
 
 

底
本
ハ
 
「
鎌
倉
左
大
臣
」
ト
ス
ル
。
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君
が
代
に
 
 

松
風
の
 
 

た
ま
つ
し
ま
 
 

雪
つ
も
る
 
 

お
き
つ
渡
 
 

L
な
ざ
か
る
 
 

か
ら
こ
ろ
も
 
 

こ
が
ね
ほ
る
 
 

あ
や
む
し
ろ
 
 

す
ず
か
け
の
 
 

春
雨
は
 
 

ふ
り
に
け
る
 
 

や
ほ
よ
ち
づ
 
 

月
の
す
む
 
 

は
た
す
す
き
 
 

神
風
や
 
 

か
み
つ
け
の
 
 

い
ま
つ
く
る
 
 

み
さ
ご
ゐ
る
 
い
そ
べ
に
た
て
る
 
 

と
び
か
け
る
 
や
は
た
の
山
の
 
 

時
雨
ふ
る
 
 
お
ほ
あ
ら
き
の
の
 
 

た
ご
の
う
ら
の
あ
ら
い
そ
の
玉
も
 
 

く
ら
ぷ
の
山
の
 
 

音
こ
そ
か
は
れ
 
 

わ
か
の
拾
ば
ら
 
 

わ
か
の
松
原
 
 

う
ち
で
の
は
ま
の
 
 

こ
し
の
く
に
べ
に
 
 

き
な
れ
の
さ
と
に
 
 

み
ち
の
く
山
に
 
 

を
に
な
る
ま
で
に
 
 

苔
お
り
ぎ
ぬ
の
 
 

い
た
く
な
ふ
り
そ
 
 

あ
け
の
玉
が
き
 
 

よ
も
の
神
だ
ち
 
 

き
た
の
の
み
ヤ
の
 
 

を
ば
な
か
り
ふ
き
 
 

あ
さ
日
の
宮
の
 
 

せ
た
の
あ
か
ぎ
の
 
 

三
輪
の
は
ふ
り
が
 
 

一
二
八
〇
ニ
 
 

ー
二
八
≡
O
 
 

一
三
二
九
〇
 
 

一
三
四
五
九
 
 

一
三
七
四
九
 
 

一
三
七
人
九
 
 

一
三
八
一
一
 
 

山
三
八
一
二
 
 

一
三
八
八
二
 
 

一
四
二
三
三
 
 

二
四
七
八
三
 
 

一
五
二
七
六
 
 

一
五
四
一
五
 
 

一
五
五
六
二
 
 

一
五
五
七
六
 
 

一
五
九
四
五
 
 

一
五
九
四
六
 
 

一
六
〇
五
八
 
 

一
六
山
二
八
 
 

一
六
一
四
七
 
 

一
六
一
四
八
 
 

一
六
一
六
〇
 
 五

大
七
 
 

五
七
二
 
 

五
〇
四
 
 

／
 
 

四
八
七
 
 

六
四
九
 
 

五
三
四
 
 

六
五
四
 
 

六
五
八
 
 

六
五
五
 
 

六
五
九
 
 

六
四
七
 
 

六
五
二
 
 
 五

五
八
 
 

＊
七
〇
九
 
 
 

四
九
五
 
 

＊
六
九
二
 
 
 

四
七
八
 
 

六
三
九
 
 
 

五
l
l
五
 
 
 

六
四
四
 
 
 

六
四
八
 
 
 

六
四
五
 
 

六
四
九
 
 
 

六
三
七
 
 
 

六
四
二
 
 

六
三
三
 
 

六
三
二
 
 

田
九
〇
 
 

四
七
五
 
 

五
四
二
 
 

六
一
四
 
 

五
九
五
 
 

六
四
五
 
 

大
二
〇
 
 

六
三
t
 
 

六
一
六
 
 

六
四
七
 
 

大
三
五
 
 

貞
享
青
木
補
六
 
 

貞
享
青
木
補
一
一
 
 

複
葉
三
二
七
八
 
 

読
後
拾
一
三
五
三
・
複
葉
三
二
七
七
 
 

貞
享
青
木
清
一
二
 
 

貞
享
青
木
補
一
三
 
 

万
代
二
一
四
四
 
 

複
葉
二
九
七
〇
 
 

貞
享
青
木
祐
一
四
 
 

複
葉
三
三
〇
〇
 
 

複
葉
三
二
大
二
 
 

貞
享
青
木
禰
一
五
 
 

玉
葉
ニ
ー
四
七
・
六
章
一
八
四
六
 
 

複
葉
三
三
〇
一
 
 

北
岡
本
ハ
詠
著
名
ヲ
欠
ク
。
 
 

複
葉
二
六
六
〇
ゥ
底
本
ト
音
陵
本
ハ
詠
署
名
 
「
鎌
倉
」
 
 

貞
享
青
木
補
七
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心 た た あ 天 大  
う び び ま の 日  
き を の き し の  
ゆ 空 が た  
き  る  
L  
か あ な ひ 八桂  
ぜ と れ な す 子  
に の ぬ の み よ  
も や は あ の り  
あ ど に ら 中 い  
る も ふ の に で  
か り の に  て  
な   

七 六 六 六 六 六  

九             二 九 九 九 八二  
八 五 三 三 三 ノヽ   

首  五 八 五 匹l四 一   

七  六 五  
四  九 三 二   
首  ＿ ハ ハ  セ   

＊ 七  六 五  
四 二  九 二 一  ○   
首 首  0 六 セ  セ   

七  五 五  
六  七 九 八  五   
首  C■ 六 一  ○   

首 
＿¶   

後 貞 貞   
葉 享 享   
三 青 青   

＊ 木      ハ 』   一 木 木   
頸 一   二 補禰   
従首   （⊃ 一 一   

本詠  七 六  
「者  
一存  

本疑 及0  

印金  
本視  
所集  
載不  
歌載  
」古歌  

（
注
）
 
後
菓
＝
…
・
谷
森
本
『
複
葉
集
』
 
（
図
書
寮
叢
刊
）
。
貞
事
青
木
補
…
…
貞
草
本
系
兢
篠
山
鳳
鳴
高
校
蔵
青
木
文
庫
本
追
禰
。
東
撫
頸
…
 
 

…
r
東
撰
和
歌
六
帖
j
 
辞
書
類
従
本
 
（
完
成
全
判
本
）
。
東
撰
中
…
…
『
東
撰
和
歌
六
帖
』
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫
本
 
（
福
 
 

田
秀
一
氏
「
祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫
本
東
操
和
歌
六
帖
 
（
解
説
と
翻
刻
）
」
）
。
万
代
…
＝
・
『
万
代
和
歌
集
』
 
（
古
典
文
庫
）
。
 
 

名
寄
≒
・
『
歌
枕
名
寄
』
 
（
古
典
文
庫
）
。
風
雅
…
…
一
風
雅
和
歌
集
』
 
（
新
編
国
歌
大
観
）
。
雲
集
…
・
・
F
雲
葉
和
歌
集
」
 
（
群
畜
類
 
 

従
・
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
）
。
雲
玉
‥
…
・
「
雲
玉
和
歌
集
』
 
（
古
典
文
庫
）
。
玉
葉
…
…
r
玉
葉
和
歌
集
J
 
（
新
編
国
歌
大
観
）
。
閑
月
 
 

・
『
閏
月
和
歌
集
」
 
（
古
典
文
庫
）
。
続
後
拾
…
…
『
続
複
拾
遺
和
歌
集
』
 
（
新
編
国
歌
大
観
）
。
六
華
…
…
ヨ
ハ
華
和
歌
集
』
 
（
松
 
 

平
文
庫
影
印
叢
書
）
。
 
 

な
お
、
以
下
の
本
稿
に
お
い
て
は
、
『
金
塊
集
』
 
の
諾
系
統
や
他
の
歌
集
を
引
用
す
る
際
、
一
々
そ
の
歌
番
号
を
注
記
す
る
こ
と
は
、
こ
 
 
 

の
 
「
歌
番
号
対
照
表
」
に
掲
げ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
省
略
に
従
う
。
 
 

詠
著
名
を
 
「
鎌
倉
右
大
臣
」
と
す
る
歌
は
、
『
夫
木
抄
』
 
に
は
、
以
上
の
通
り
、
九
十
二
首
載
る
。
そ
の
九
十
二
百
の
内
の
七
十
 
 

四
首
は
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
に
載
る
。
ま
た
、
定
家
本
系
統
と
同
じ
歌
の
内
の
七
十
二
首
が
類
従
本
系
統
に
載
る
。
な
お
、
類
 
 
11   
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従
本
系
統
で
は
、
「
一
本
及
印
本
所
載
歌
」
に
四
首
載
る
。
ま
た
、
七
十
六
首
が
貞
享
本
系
統
に
載
る
。
従
っ
て
、
十
六
首
の
歌
が
、
 
 

『
金
塊
集
』
 
の
ど
の
系
統
に
も
載
ら
な
い
。
前
述
の
と
お
り
、
そ
れ
が
諸
先
覚
の
注
目
を
集
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
見
る
と
、
『
夫
 
 

木
抄
』
と
革
も
多
く
歌
が
重
な
る
の
は
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
で
、
定
家
本
系
統
、
類
従
本
系
統
の
慣
で
重
な
る
歌
が
少
な
く
な
 
 

る
、
と
い
う
こ
と
が
分
る
。
と
い
っ
て
も
、
こ
の
事
実
を
以
て
直
ち
に
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
が
 
『
夫
木
抄
』
 
の
撰
歌
資
料
で
あ
 
 

る
と
見
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
貞
享
本
系
統
を
以
て
し
て
も
、
十
六
首
、
『
金
塊
集
』
 
不
載
実
朝
歌
が
残
る
の
で
あ
る
か
ら
。
 
 
 

そ
の
、
『
金
塊
集
』
不
載
歌
で
 
『
夫
木
抄
』
 
に
は
実
朝
歌
と
し
て
載
る
十
六
首
を
見
る
と
、
六
九
二
番
の
 
「
見
て
も
猶
」
 
の
歌
が
 
 

此
 
『
東
撰
和
歌
六
帖
』
 
〔
以
下
、
『
東
撰
六
帖
』
）
 
の
類
従
本
系
統
に
載
る
。
但
し
、
そ
こ
で
は
 
「
光
西
法
師
」
を
詠
者
と
す
る
。
こ
の
 
 

■
l
ヰ
 

件
は
、
中
垣
 
（
鎌
田
）
 
五
郎
氏
の
御
指
摘
に
始
ま
り
、
先
覚
諸
氏
に
御
発
言
が
あ
る
。
病
者
も
 
『
東
撰
六
帖
』
 
所
載
実
朝
歌
の
本
文
 
 

■
l
∃
 
 

を
吟
味
し
た
結
果
を
別
に
報
告
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
こ
の
歌
は
、
実
朝
詠
歌
と
確
定
で
き
ず
、
詠
者
存
 
 

疑
と
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
三
四
六
八
番
「
古
郷
と
」
 
の
歌
は
、
『
束
撰
六
帖
』
 
中
川
文
庫
本
に
載
る
。
こ
の
歌
が
 
『
東
 
 

撰
六
帖
』
類
従
本
系
統
に
載
ら
な
い
の
は
、
そ
の
系
耗
が
春
部
の
み
の
零
本
で
あ
る
か
ら
で
、
中
川
文
庫
本
は
類
従
本
系
統
の
完
本
 
 

か
ら
歌
を
抜
粋
L
た
本
文
で
あ
る
か
ら
、
類
従
本
系
統
完
本
も
こ
の
歌
を
「
鎌
倉
右
大
臣
」
 
の
歌
と
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
 
 

か
も
、
中
川
文
庫
本
『
東
撰
六
帖
』
 
は
各
歌
題
の
歌
群
の
最
初
の
歌
を
実
朝
詠
歌
と
す
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、
こ
の
 
「
古
郷
と
」
 
 

の
歌
も
「
畢
麦
」
題
歌
の
冒
頭
に
載
る
。
そ
の
事
実
か
ら
す
る
と
、
こ
の
歌
は
実
朝
詠
の
可
能
性
は
あ
る
。
但
し
、
『
夫
木
抄
』
 
の
 
 

北
岡
文
庫
本
が
こ
の
歌
を
載
せ
な
い
と
い
う
事
実
は
、
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
実
は
こ
の
歌
は
、
『
夫
木
抄
』
 
で
は
、
直
前
 
 

の
三
四
六
七
番
「
為
忠
朝
臣
」
歌
の
詞
書
「
保
安
二
年
間
五
月
贈
左
大
臣
長
実
職
歌
合
、
鞋
麦
」
 
に
括
ら
れ
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
 
 

こ
の
詞
書
で
あ
る
と
、
こ
の
歌
は
実
朝
生
誕
以
前
の
歌
合
で
の
詠
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
鎌
倉
右
大
臣
」
と
い
う
泳
者
名
が
間
違
っ
 
 

て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
詞
書
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
三
四
六
七
番
の
詞
書
に
括
っ
て
あ
る
の
が
正
L
い
の
で
あ
れ
ば
、
三
 
 

四
六
八
番
の
「
鎌
倉
右
大
臣
」
と
い
う
詠
著
名
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
妖
州
と
 
 

し
な
い
。
こ
れ
が
北
岡
文
庫
本
が
こ
の
歌
を
載
せ
な
い
理
由
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
歌
も
詠
者
存
疑
と
し
た
方
が
よ
い
。
 
 
 

残
る
十
四
首
、
つ
ま
り
、
二
八
九
六
番
「
し
な
が
ど
り
」
、
二
八
九
七
番
「
も
の
の
ふ
の
」
、
五
八
」
ハ
七
番
「
人
ご
こ
ろ
」
、
八
二
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一
七
番
「
と
き
は
山
」
、
一
二
〇
七
七
番
「
月
ぞ
す
む
」
、
一
二
一
三
t
香
「
あ
め
つ
ち
の
」
、
一
二
八
三
〇
番
「
と
び
か
け
る
」
、
一
 
 

三
七
四
九
番
「
君
が
代
に
」
、
一
三
七
人
九
番
「
松
風
の
」
、
一
四
二
三
三
番
「
L
な
ざ
か
る
」
、
一
五
一
四
五
番
「
あ
や
む
し
ろ
」
、
 
 

一
六
一
二
八
番
「
は
た
す
す
き
」
、
一
六
八
三
四
番
「
天
の
L
た
」
、
一
六
九
三
四
番
「
あ
ま
ぎ
か
る
」
 
の
歌
は
、
『
金
塊
集
』
諸
系
 
 

統
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
歌
の
集
に
も
、
載
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
他
文
献
に
は
載
ら
な
い
実
朝
の
詠
歌
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
 
 

実
朝
詠
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
歌
、
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
そ
の
内
、
 
 御
集
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

八
二
一
七
 
と
き
は
山
八
尾
の
峰
の
五
つ
ば
き
色
も
か
は
ら
で
い
く
代
へ
ぬ
ら
ん
 
 

は
、
『
金
塊
集
』
 
の
諸
本
に
載
る
、
 
 

二
所
話
し
侍
し
時
 
 

三
六
六
 
ち
は
や
ぶ
る
い
づ
の
を
山
の
た
ま
つ
ば
き
や
を
よ
ろ
づ
よ
も
い
ろ
は
か
は
ら
じ
（
定
家
本
。
貞
享
本
ハ
六
四
四
番
）
 
 

の
歌
と
、
常
磐
山
と
伊
豆
山
権
現
と
が
異
な
る
だ
け
で
、
語
句
の
み
な
ら
ず
、
発
想
の
点
ま
で
類
似
す
る
。
異
伝
歌
と
い
う
よ
り
も
、
 
 

一
方
の
模
倣
も
し
く
は
焼
き
直
し
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
 
が
こ
の
歌
を
実
朝
詠
歌
と
し
た
の
は
、
実
朝
自
身
が
改
変
L
た
歌
を
探
っ
 
 

た
の
か
、
別
人
の
模
倣
・
焼
き
直
し
を
探
っ
た
の
か
、
塙
者
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
判
定
す
る
検
討
の
準
備
が
な
い
。
 
 
 

以
上
の
件
に
関
連
L
て
、
こ
れ
ら
 
『
夫
木
抄
』
 
に
の
み
 
「
鎌
倉
右
大
臣
」
 
の
詠
と
L
て
載
る
歌
は
、
『
束
撰
六
帖
』
 
に
載
る
二
首
 
 

を
含
め
て
、
全
て
、
管
見
に
入
っ
た
他
の
勅
撰
集
や
諸
私
撰
集
に
載
ら
な
い
、
と
い
う
事
実
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
 
 

そ
れ
ら
の
歌
の
撮
歌
資
料
は
判
妖
…
と
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
 
 
 

『
夫
木
抄
』
 
に
詠
著
名
を
「
鎌
倉
右
大
臣
」
と
す
る
歌
に
つ
い
て
、
『
金
塊
集
』
諸
系
統
や
勅
撰
集
・
私
撰
集
の
入
集
状
況
を
整
 
 

理
し
て
み
た
。
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
問
題
で
、
実
朝
歌
に
関
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
諸
先
覚
が
注
目
さ
れ
た
、
『
金
 
 

塊
集
』
 
不
載
歌
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
幾
つ
か
の
問
題
が
指
摘
で
き
た
。
そ
の
中
で
革
も
重
大
で
あ
る
の
 
 

は
、
『
夫
木
抄
』
 
に
載
り
 
『
金
税
集
』
 
に
は
載
ら
な
い
十
六
首
の
歌
の
中
に
、
現
時
点
で
は
、
詠
者
存
疑
と
し
て
お
く
べ
き
も
の
が
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《
 
三
 
》
 
 

最
初
に
、
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
の
詞
書
に
つ
い
て
、
『
金
塊
集
』
 
諸
本
の
本
文
と
の
関
連
を
検
討
L
て
お
く
。
 
 

『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
の
詞
書
を
、
『
金
塊
集
』
諸
本
に
載
る
七
十
六
首
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
の
多
く
は
、
『
夫
 
 

木
抄
』
二
疋
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
・
類
従
本
系
統
『
金
塊
集
』
・
貞
草
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
四
看
で
異
同
の
な
い
も
の
が
多
い
。
 
 

そ
の
本
文
そ
の
も
の
に
は
差
異
が
あ
っ
て
も
、
類
題
歌
集
で
あ
る
 
『
夫
木
抄
』
 
の
示
す
歌
題
と
 
『
金
塊
集
』
諸
本
の
詞
書
の
内
容
と
 
 

が
同
じ
で
あ
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
三
者
 
（
類
従
本
は
定
家
本
で
代
表
）
 
を
対
照
し
て
示
し
て
み
る
。
 
 
 

な
お
、
以
下
の
本
稿
に
お
け
る
引
用
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
定
家
本
系
統
は
定
家
所
伝
本
、
類
従
本
系
統
は
辞
書
類
従
本
版
 
 

本
、
貞
享
本
系
統
は
貞
享
四
年
版
本
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 
 

二
首
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
を
全
て
の
歌
に
広
げ
て
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
と
い
う
譲
り
は
免
れ
な
い
に
し
て
も
、
や
 
 

は
り
、
『
夫
木
抄
』
 
の
み
に
載
る
実
朝
歌
は
、
間
違
い
な
く
実
朝
詠
歌
で
あ
る
と
見
る
よ
り
も
、
未
確
認
の
実
朝
歌
と
扱
う
ほ
う
が
 
 

よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
考
え
を
抱
か
せ
る
に
十
分
で
あ
る
と
は
言
え
よ
う
。
 
 

七
八
二
 
 

一
三
〇
四
 
 

一
五
〇
〇
 
 

一
七
六
九
 
 

一
八
〇
七
 
 

四
∩
二
七
 
 『

夫
木
抄
』
 
 

御
集
、
 
 

御
集
、
 
 

御
集
、
 
 

御
集
、
 
 

御
集
、
 
 

御
集
、
 
 

柳
 
 

落
花
を
 
 

落
花
 
 

雑
子
を
 
 

暁
子
鳥
を
 
 

七
夕
 
 

定
家
本
系
統
 
 
 

や
な
ぎ
を
よ
め
る
 
 
 

ち
る
花
 
 
 

落
花
を
よ
め
る
 
 
 

き
ゞ
す
 
 
 

よ
ぶ
こ
ど
り
 
 
 

七
夕
 
 

貞
享
本
系
統
 
 
 

椰
 
 
 

諮
花
を
よ
め
る
 
 
 

落
花
を
よ
め
る
 
 
 

雉
 
 
 

喚
千
鳥
 
 
 

七
夕
 
 

そ
の
他
∴
撞
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と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
 
 

山
一
五
二
 
 
 

二
〇
四
七
 
 
 

三
l
一
七
〇
 
 

五
八
四
三
 
 
 

八
〇
五
一
 
 

一
〇
八
〇
〇
 
 

四
〇
一
八
 
 
 

四
七
三
九
 
 

八
〇
五
九
 
 

八
七
八
一
 
 

九
一
二
二
 
 

九
三
八
九
 
 

山
〇
二
九
九
 
 

山
一
八
五
五
 
 

二
一
二
五
五
 
 

一
三
二
九
〇
 
 

一
三
四
五
九
 
 

一
三
八
八
二
 
 

一
五
九
四
六
 
 

一
七
二
八
五
 
 

御
集
、
七
夕
 
 

御
集
、
居
中
鹿
 
 

御
集
、
走
湯
山
に
参
詣
時
御
歌
 
 

御
集
、
旅
宿
霜
を
 
 

御
集
歌
中
、
鴬
 
 

御
集
、
恋
歌
 
 

御
集
、
海
辺
月
 
 

御
集
、
海
辺
冬
月
 
 

御
集
、
恋
歌
中
 
 

称
集
、
忍
恋
 
 

御
集
、
恋
歌
 
 

御
集
、
恋
歌
 
 

御
集
、
神
祇
 
 

御
集
、
花
恨
風
 
 

水
辺
落
花
 
 

河
辺
款
冬
 
 

蛍
火
乱
飛
秋
己
近
 
 

風
に
よ
す
る
恋
 
 

太
上
天
皇
勅
答
 
 

霜
を
 
 

「
御
集
」
 
と
い
う
出
典
を
示
す
語
が
添
え
ら
れ
て
い
な
い
詞
書
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
 
 

七
夕
 
 

寄
中
鹿
 
 

走
揚
山
に
参
詣
之
時
苛
 
 

旅
宿
霜
 
 

鷺
 
 

恋
歌
 
 

海
辺
月
 
 

海
辺
冬
月
 
 

こ
ひ
の
、
つ
た
 
 

し
の
ぶ
る
こ
ひ
 
 

こ
ひ
の
う
た
 
 

こ
ひ
の
う
た
 
 

神
祇
 
 

花
恨
風
 
 

蛍
火
乱
飛
秋
己
近
と
い
ふ
事
を
 
蛍
火
乱
飛
秋
已
近
と
い
ふ
事
を
 
 

風
に
よ
す
る
こ
ひ
 
 

寄
風
恋
 
 

太
上
天
皇
御
書
下
預
時
寄
 
太
上
天
皇
御
書
下
預
時
寄
 
 

水
辺
落
花
と
い
ふ
事
を
 
水
辺
落
花
 
 

河
辺
款
冬
 
 

河
辺
款
冬
 
 

し
も
を
よ
め
る
 
 

七
夕
 
 

蒔
中
鹿
 
 

走
湯
山
参
詣
の
時
 
 

旅
宿
霜
 
 

鴬
 
 

恋
寄
の
中
に
 
 

海
辺
月
 
 

海
辺
冬
月
 
 

名
所
恋
の
心
を
よ
め
る
 
 

忍
恋
 
 

名
所
恋
の
心
を
よ
め
る
 
 

名
所
恋
の
心
を
よ
め
る
 
 

神
祇
寄
中
に
 
 

花
恨
風
 
 

複
葉
同
。
東
撰
「
春
月
」
。
 
 

類
従
ハ
定
家
一
同
。
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と
ほ
ほ
同
文
あ
る
い
は
同
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
以
て
し
て
は
、
『
夫
木
抄
』
 
の
詞
書
の
出
ど
こ
ろ
は
判
明
L
な
い
。
た
だ
、
こ
 
 

の
事
実
に
よ
っ
て
、
「
御
集
」
と
敬
意
を
込
め
て
実
朝
の
家
集
を
典
拠
と
す
る
と
明
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
 
「
御
集
」
 
の
詞
書
 
 

は
、
敬
意
を
表
さ
れ
る
べ
き
将
軍
職
の
実
朝
の
家
集
で
あ
る
現
存
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
に
近
い
、
と
い
う
こ
と
は
判
然
と
す
る
。
 
 

L
か
し
、
『
夫
木
抄
』
 
所
載
実
納
歌
の
詞
書
の
幾
つ
か
は
、
『
金
塊
集
』
 
の
定
家
本
系
統
 
（
類
従
本
系
統
も
）
 
と
貞
草
本
系
統
と
の
間
 
 

で
相
違
が
あ
り
、
『
夫
木
抄
』
 
は
そ
の
内
の
定
家
本
系
統
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
内
の
幾
つ
か
を
示
す
と
、
 
 

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
は
、
 
 

二
一
四
六
九
 
 

一
二
四
八
四
 
 

一
三
八
一
l
 
 

二
二
八
一
一
一
 
 

l
五
二
七
し
ハ
 
 

ニ
ハ
ロ
五
八
 
 

こ
の
よ
、
つ
に
、
 
 

五
五
六
七
 
 

一
二
八
〇
二
 
 

七
五
六
七
 
 

六
八
二
二
 
 

五
五
六
七
 
御
集
、
秋
歌
中
 
 

二
八
〇
二
 
御
集
、
冬
歌
 
 

七
五
六
七
 
冬
歌
中
に
 
 

六
八
二
二
 
海
辺
恋
を
 
 

水
辺
月
 
 

走
湯
山
参
詣
の
時
の
歌
 
 

月
前
千
鳥
 
 

校
閲
雪
 
 

寄
金
恋
 
 

社
東
員
 
 

あ
は
ぢ
し
ま
か
よ
ふ
ち
ど
り
の
L
ば
し
ば
も
は
ね
か
く
ま
な
く
こ
ひ
や
わ
た
ら
ん
 
 
 

雪
ふ
り
て
け
ふ
と
も
L
ら
ぬ
お
く
山
に
す
み
や
く
お
き
な
あ
は
れ
は
か
な
み
 
 

庭
く
さ
に
露
の
致
そ
ふ
む
ら
さ
め
に
夜
ぶ
か
き
む
し
の
声
ぞ
か
な
し
き
 
 

み
さ
ご
ゐ
る
い
そ
べ
に
た
て
る
む
ろ
の
木
の
枝
も
と
を
を
に
劃
ぞ
つ
も
れ
る
 
 

『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
に
付
さ
れ
て
い
る
詞
書
は
、
『
金
稗
集
』
 
の
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
・
貞
草
本
系
統
 
 

『
夫
木
抄
』
 
に
よ
っ
て
示
す
と
、
 
 

水
辺
月
 
 

走
揚
山
に
参
詣
之
時
苛
 
 

月
前
千
鳥
 
 

松
間
雪
 
 

こ
が
ね
に
よ
す
る
こ
ひ
 
 

社
頭
月
 
 

秋
の
う
た
 
 

冬
苛
 
 

冬
苛
 
 

う
み
の
へ
ん
の
こ
ひ
 
 

水
辺
月
 
 

走
揚
山
参
詣
の
時
 
 

月
前
千
鳥
 
 

松
間
雪
 
 

寄
金
恋
 
 

社
頭
月
 
 

虫
 
 

雪
 
 

炭
竃
 
 

名
所
恋
の
心
を
よ
め
る
 
 

後
菓
ハ
 
「
神
祇
」
。
 
 

類
従
本
不
載
歌
。
 
 

類
従
ハ
定
家
卜
同
。
 
 

類
従
ハ
定
家
卜
同
。
 
 

頼
経
ハ
定
家
卜
同
。
 
 

類
従
ハ
定
家
卜
同
。
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三
五
五
 
海
・
・
辺
・
・
千
鳥
・
と
い
ふ
事
・
を
人
／
＼
に
あ
ま
た
つ
か
ふ
ま
つ
ら
せ
し
・
次
・
・
に
 
（
貞
享
）
 
 

「
よ
み
」
と
「
つ
か
ふ
ま
つ
る
」
の
使
用
か
ら
見
る
と
、
『
夫
木
抄
』
の
本
文
は
独
自
異
文
で
あ
る
が
、
使
役
表
現
か
ら
見
る
と
、
『
夫
 
 

木
抄
』
 
は
定
家
本
系
統
の
本
文
と
軌
を
一
に
し
、
貞
草
本
系
統
の
本
文
と
は
差
異
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
 
 

一
五
五
六
二
 
法
限
定
忍
に
あ
ひ
て
侍
り
し
時
・
大
峰
の
物
語
・
‥
・
せ
し
‥
・
を
聞
き
て
‥
・
よ
め
る
 
（
夫
木
）
 
 

六
四
九
 
法
限
定
忍
に
あ
ひ
て
侍
・
し
時
・
大
峯
の
物
か
た
り
劃
せ
し
‥
・
を
き
、
て
叫
引
け
よ
め
る
（
定
家
）
 
 

で
あ
り
、
順
に
、
「
秋
の
う
た
」
「
冬
寄
」
「
冬
寄
」
「
う
み
の
へ
ん
の
こ
ひ
」
と
い
う
定
家
本
系
統
及
び
類
従
本
系
統
の
詞
書
で
あ
っ
 
 

て
も
、
「
虫
」
「
雪
」
「
炭
竃
」
「
名
所
恋
の
心
を
よ
め
る
」
と
い
う
貞
草
本
系
統
の
詞
書
で
あ
っ
て
も
、
不
審
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
歌
 
 

は
、
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
の
詞
書
が
大
概
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
貞
草
本
系
統
の
詞
音
は
具
体
的
な
歌
の
題
材
 
 

を
示
す
歌
題
・
詞
書
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
が
、
類
題
私
撰
集
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
歌
で
は
 
 

大
概
を
示
す
詞
書
を
掲
げ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
『
夫
木
抄
』
が
定
家
本
系
統
や
類
従
本
系
統
の
『
金
塊
集
』
 
の
ご
と
き
本
文
を
 
 

備
え
た
「
御
集
」
を
撰
歌
資
料
に
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
な
、
『
夫
木
抄
』
 
の
詞
書
が
『
金
塊
集
』
 
の
定
家
本
系
統
の
詞
書
に
近
い
と
い
う
傾
向
は
、
歌
題
を
示
す
だ
け
の
詞
 
 

書
で
は
な
く
、
詠
歌
事
情
を
示
す
と
い
っ
た
、
少
々
長
文
に
及
ぶ
詞
書
の
本
文
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
 
 

二
一
二
六
 
的
・
弓
・
の
ふ
り
う
に
大
井
川
・
を
作
・
り
て
松
・
に
藤
・
の
か
か
る
・
所
・
（
夫
木
）
 
 
 

一
〇
七
 
ま
と
ゆ
み
の
ふ
り
う
に
大
井
か
は
を
つ
く
り
て
ま
つ
に
ふ
ち
」
か
ゝ
る
・
所
・
（
定
家
）
 
 

一
〇
九
 
ま
と
弓
・
U
ふ
り
う
に
大
井
川
■
を
つ
く
り
て
松
・
に
藤
・
の
か
、
れ
る
所
を
（
貞
享
）
 
 

諸
本
に
異
文
は
あ
る
が
、
『
夫
木
抄
』
は
定
家
本
系
統
と
同
文
で
、
「
か
ゝ
れ
る
所
を
」
は
貞
草
本
系
統
諸
本
の
異
文
な
の
で
あ
る
。
 
 

一
一
四
〇
七
 
海
・
・
辺
・
・
千
鳥
・
と
い
ふ
事
・
を
人
人
・
・
あ
ま
た
よ
み
‥
・
・
・
け
る
つ
い
て
に
 
（
夫
木
）
 
 

六
一
四
 
法
眼
走
忍
に
あ
ひ
て
侍
・
し
と
き
大
峯
の
物
語
‥
な
ど
を
し
い
へ
る
を
聞
・
て
の
ち
に
よ
め
る
．
（
貞
事
）
 
 

の
「
大
峰
の
物
語
せ
し
を
」
の
部
分
、
貞
草
本
系
統
は
「
を
し
い
へ
る
」
と
あ
り
、
『
夫
木
抄
』
は
定
家
本
系
統
と
合
致
す
る
。
 
 

二
九
六
 
う
み
の
へ
ん
の
ち
と
り
と
い
ふ
こ
と
を
人
〈
・
あ
ま
た
つ
か
う
ま
つ
り
・
し
・
つ
い
て
に
 
（
定
家
）
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系
統
・
類
従
本
系
統
と
は
異
な
る
、
 
 

と
い
っ
た
例
が
そ
れ
で
あ
る
。
 
 

「
款
冬
を
祈
り
て
よ
め
る
」
と
い
う
非
題
詠
の
扱
い
を
す
る
。
『
夫
木
抄
』
は
そ
れ
を
「
款
冬
」
と
い
う
題
詠
歌
と
し
て
取
り
上
げ
 
 

て
い
る
。
類
題
私
撰
集
と
し
て
は
当
然
の
行
き
方
で
は
あ
ろ
う
が
。
三
凹
九
一
番
の
例
は
、
定
家
本
系
統
で
は
詞
書
が
欠
け
た
た
め
 
 

に
撫
子
が
詠
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
「
な
で
し
こ
」
 
の
詞
書
で
括
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
歌
を
、
瓜
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
 
 

る
こ
と
か
ら
、
『
夫
木
抄
』
 
は
 
「
瓜
」
と
詞
書
を
創
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
一
五
九
四
五
番
は
、
『
金
塊
集
』
諸
本
の
 
「
社
頭
松
風
」
と
 
 

一
六
二
八
一
大
日
の
種
子
よ
り
い
で
て
さ
ま
や
形
さ
ま
や
形
又
尊
形
と
な
る
 
 

▼
－
 

い
う
詞
書
が
「
社
頭
秋
風
」
 
の
歌
と
L
て
 
『
夫
木
抄
』
 
に
載
る
。
こ
の
歌
の
場
合
、
次
節
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
歌
の
束
旬
「
松
風
 
 

ぞ
吹
く
」
も
、
詞
書
と
呼
応
し
て
、
「
帆
風
l
ぞ
吹
く
」
と
、
本
文
が
寧
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
大
二
八
一
番
は
、
 
 
 

と
い
う
歌
で
あ
る
。
鎌
田
五
郎
氏
が
「
さ
ま
や
形
」
 
つ
ま
り
「
三
昧
耶
形
」
を
め
ぐ
る
こ
の
歌
の
解
釈
の
問
題
を
整
理
し
て
検
討
し
 
 

、
、
 
 

て
お
ら
れ
る
埠
大
き
な
問
題
の
あ
る
歌
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
「
大
日
如
来
」
と
い
う
、
真
言
密
教
の
根
本
本
尊
の
こ
と
を
詠
む
 
 
 

七
六
四
五
 
歳
暮
 
 

つ
ま
り
、
『
夫
木
抄
』
 
の
詞
書
は
、
 
 
 

尤
も
、
『
夫
木
抄
』
 
の
詞
書
が
 
 
 

以
上
の
ご
と
き
も
の
の
例
の
逆
の
例
、
つ
ま
り
、
『
夫
木
抄
』
 
の
詞
書
が
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
詞
書
と
合
致
し
、
定
家
本
 
 
1
8
 
 
 

三
四
九
一
 
 

一
〇
五
九
四
 
 

一
五
九
四
五
 
 

一
六
二
八
一
 
 

二
〇
四
六
 
 

屏
風
夏
歌
、
瓜
 
 

御
集
、
鶴
 
 

社
頭
秋
風
 
 

真
言
の
心
を
 
 

御
集
、
款
冬
 
 二

〇
四
六
番
の
例
な
ど
は
、
款
冬
の
歌
で
は
あ
る
が
、
『
金
塊
集
』
諸
本
は
「
款
冬
を
見
て
よ
め
る
」
 
 

類
従
ハ
定
家
卜
同
。
 
 

歳
暮
 
 

冬
歌
 
 

定
家
本
系
統
 
『
金
塊
集
』
 
の
詞
書
の
本
文
に
近
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 
 

『
金
塊
集
』
 
の
ど
の
系
統
と
も
合
致
せ
ず
、
独
自
の
本
文
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。
 
 

款
冬
を
見
て
よ
め
る
 
 
款
冬
を
お
り
て
よ
め
る
 
貞
享
版
本
系
「
お
り
て
」
 
 

欠
。
 
 

と
い
う
例
は
、
極
め
て
少
な
い
っ
 
 

（
詞
書
欠
■
な
で
し
こ
）
 
恋
歌
の
中
に
 
 

祝
の
心
を
 
 

社
頭
松
風
 
 

得
功
徳
寄
 
 

祝
の
心
を
 
 

社
頭
松
風
 
 

得
功
徳
寄
 
 

類
従
ハ
 
「
恋
」
。
 
 

類
従
モ
。
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角
 
四
 
》
 
 

次
に
、
『
夫
木
抄
』
所
載
の
実
朝
の
歌
の
本
文
を
、
『
金
塊
集
』
 
諸
伝
本
所
収
の
歌
の
本
文
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

『
夫
木
抄
』
と
 
『
金
塊
集
』
諸
本
と
で
共
通
す
る
歌
は
、
第
二
節
に
お
い
て
整
理
し
た
よ
う
に
、
定
家
本
系
続
で
七
十
四
首
、
類
 
 

従
本
系
統
で
七
十
二
首
（
他
に
「
一
本
及
印
本
所
載
歌
」
が
四
首
）
、
貞
享
本
系
統
で
七
十
六
首
で
あ
る
。
お
お
む
ね
七
十
余
首
の
 
 

歌
が
『
夫
木
抄
」
と
『
金
椀
集
』
と
で
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
の
三
十
数
首
は
、
そ
の
間
に
本
文
の
相
違
が
な
い
。
 
 

『
金
塊
集
』
 
の
個
々
の
伝
本
に
は
独
白
の
異
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
先
に
整
理
し
た
系
統
あ
る
い
は
系
列
と
し
て
の
本
文
 
 

の
相
違
は
、
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
夫
木
抄
」
が
撰
歌
資
料
と
し
た
文
献
の
本
文
と
現
存
す
る
『
金
椎
集
』
 
の
本
文
と
の
間
 
 

で
の
相
違
は
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

尤
も
、
残
り
の
お
よ
そ
四
十
首
の
歌
で
は
、
『
夫
木
抄
』
と
『
金
塊
集
』
と
の
間
で
、
系
統
と
し
て
、
あ
る
い
は
系
列
と
し
て
、
 
 

本
文
が
異
な
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
細
か
く
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

最
初
に
、
『
夫
木
抄
』
と
定
家
本
系
統
お
よ
び
類
従
本
系
統
の
『
金
塊
集
』
と
の
三
者
が
同
文
で
、
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
諸
 
 

本
の
み
本
文
が
異
な
る
こ
と
が
極
め
て
多
い
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
L
て
み
る
。
 
 

こ
の
歌
を
、
『
夫
木
抄
』
は
「
真
言
の
心
を
」
と
、
歌
意
を
よ
り
明
瞭
に
示
す
詞
書
と
し
て
載
せ
た
の
で
あ
る
。
 
 

こ
の
よ
う
に
、
『
夫
木
抄
』
は
、
『
金
塊
集
』
 
の
ご
と
き
撰
歌
資
料
の
ま
ま
の
詞
書
を
引
き
継
い
だ
の
で
は
な
く
、
詞
書
を
変
え
て
 
 

編
ん
だ
部
分
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
多
数
の
歌
の
詞
書
は
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
詞
書
と
合
致
す
る
。
『
夫
木
抄
』
 
の
撰
歌
 
 

資
料
の
詞
書
は
現
存
『
金
棟
集
』
 
の
中
の
定
家
本
系
統
の
詞
書
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
て
大
き
な
誤
り
は
犯
す
ま
い
。
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一
三
〇
四
 
春
く
れ
ば
い
と
か
の
山
の
山
ざ
く
ら
風
に
み
だ
れ
て
花
ぞ
ち
り
け
る
 
 

の
第
三
旬
「
山
ざ
く
ら
」
は
、
『
金
塊
集
』
 
の
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
と
は
 
『
夫
木
抄
』
 
と
同
文
で
あ
る
が
、
貞
草
本
系
統
は
 
 

「
射
ぎ
く
ら
」
と
す
る
。
「
剰
魔
の
山
の
射
桜
」
と
、
語
調
は
揃
う
が
、
糸
鹿
山
は
、
「
乱
れ
」
「
拠
る
」
と
糸
の
縁
語
を
詠
む
歌
枕
 
 

で
あ
る
。
糸
鹿
山
の
「
糸
桜
」
は
、
例
が
な
い
。
箱
根
山
・
白
河
の
「
糸
桜
」
は
例
が
見
ら
れ
る
が
。
糸
鹿
山
の
「
糸
」
 
に
合
わ
せ
 
 

て
「
糸
桜
」
と
改
め
た
も
の
と
見
え
る
。
「
糸
鹿
の
山
の
山
桜
」
と
い
う
「
山
」
の
語
の
重
複
を
避
け
る
意
味
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
 
 

な
い
。
「
剰
鹿
の
山
の
剰
桜
」
も
「
糸
」
が
重
複
す
る
が
、
こ
れ
は
同
音
の
序
詞
の
用
法
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
 
 

ず
れ
に
せ
よ
、
『
夫
木
抄
』
 
は
、
「
糸
ざ
く
ら
」
 
に
改
め
ら
れ
る
以
前
の
定
家
本
系
統
等
の
本
文
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

同
 
（
河
辺
千
鳥
と
い
ふ
事
を
＝
…
〕
 
鎌
倉
右
大
臣
 
 
 

六
人
t
二
 
我
が
こ
ひ
は
も
も
し
ま
叫
q
引
は
ま
千
鳥
ゆ
く
へ
も
し
ら
ぬ
か
た
に
な
く
な
り
 
 

の
第
二
句
「
も
も
し
ま
跡
q
副
」
は
、
看
視
集
』
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
は
『
夫
木
抄
』
ヒ
同
じ
本
文
で
あ
る
が
、
貞
享
本
 
 

系
統
と
谷
森
本
『
複
葉
集
』
は
「
百
し
ま
叫
q
町
」
と
す
る
。
「
我
が
恋
」
は
「
百
島
め
ぐ
り
」
を
す
る
、
と
い
う
貞
草
本
系
統
等
 
 
 

春
御
歌
中
、
鷲
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

四
〇
六
 
春
雨
の
露
も
ま
だ
ひ
ぬ
梅
が
え
に
う
は
げ
L
ほ
れ
て
鴬
ぞ
暗
く
 
 

の
第
二
句
「
露
も
ま
だ
ひ
瑚
」
は
、
『
金
塊
集
』
の
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
は
『
夫
木
抄
』
と
同
文
で
あ
る
が
、
貞
享
本
系
統
 
 

l
 

諸
本
は
「
寮
も
ま
た
ひ
引
」
と
す
る
（
筑
・
雁
・
森
は
貞
享
本
系
統
で
は
あ
る
が
「
露
も
ま
た
ひ
ぬ
」
と
す
る
。
森
本
が
類
従
本
系
 
 

‥
1
6
一
 
 

統
に
よ
っ
て
校
訂
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
は
、
既
に
報
告
し
た
と
お
り
で
、
こ
こ
で
貞
享
本
系
統
で
あ
る
森
本
が
定
家
本
系
統
と
同
 
〔
1
7
」
 
 

じ
本
文
で
あ
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
）
。
鎌
由
五
郎
氏
が
『
金
塊
和
歌
集
全
評
釈
」
 
に
お
い
て
、
「
『
ま
だ
ひ
ぬ
」
と
あ
れ
ば
、
『
梅
 
 

が
枝
」
 
に
か
か
る
連
体
修
飾
語
と
な
り
、
『
ま
だ
ひ
ず
』
と
あ
れ
ば
『
餐
ぞ
な
く
』
 
に
か
か
る
連
用
修
飾
語
と
な
ろ
う
。
後
者
の
場
 
 

合
だ
と
、
r
ひ
ず
』
と
『
し
を
れ
て
】
と
が
や
や
重
複
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
言
わ
れ
た
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
『
夫
木
抄
』
は
『
金
 
 

塊
集
』
 
の
定
家
本
系
統
や
類
従
本
系
統
の
本
文
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

徴
集
、
落
花
を
 
 

ZO  
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す
る
以
外
は
、
全
て
「
は
し
り
揚
」
と
す
る
。
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
は
、
『
夫
木
抄
』
同
様
、
「
は
し
る
ゆ
の
」
 
の
本
文
で
あ
 
 

る
。
な
お
、
第
二
句
の
「
む
べ
督
」
を
「
う
べ
引
」
と
す
る
本
義
従
本
系
統
の
犬
・
貞
享
本
系
統
の
東
）
、
「
む
べ
智
」
を
「
む
べ
 
 

引
」
と
す
る
本
〔
類
従
本
系
統
の
類
従
・
貞
享
本
系
統
真
淵
評
語
本
系
列
の
狩
・
初
・
森
）
が
あ
る
が
、
貢
木
聖
の
本
文
と
は
 
 

関
わ
り
が
な
い
と
見
て
よ
い
。
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

御
集
、
花
恨
風
 
 

一
七
二
八
五
 
心
う
き
か
ぜ
に
も
あ
る
か
な
さ
く
ら
花
さ
く
ほ
ど
も
な
く
引
射
ぬ
べ
ら
到
別
 
 

の
末
旬
「
ち
り
ぬ
べ
ら
割
」
を
、
類
従
本
系
耗
は
「
散
ぬ
べ
ら
封
射
」
と
す
る
。
現
代
風
に
い
う
と
、
連
体
形
止
め
を
係
り
結
び
 
 

の
初
句
、
『
夫
木
抄
』
は
「
は
し
る
ゆ
の
」
と
し
、
「
る
」
 
の
右
に
「
り
イ
」
と
枚
合
し
、
「
は
し
り
ゆ
の
」
 
の
異
文
が
あ
る
こ
と
を
 
 

示
し
て
い
る
。
『
夫
木
抄
』
 
の
校
合
は
何
に
拠
っ
た
か
分
ら
な
い
。
貞
草
本
系
統
『
金
根
集
』
諸
本
は
、
岩
本
が
「
は
し
る
湯
」
と
 
 

八
〇
五
九
 
伊
豆
の
国
山
の
南
に
い
づ
る
湯
の
は
や
き
は
神
の
し
る
し
な
り
け
り
 
 

■
 
1
 

脈
＋
 
 

従
本
系
統
と
貞
享
本
系
統
の
版
本
（
但
L
、
「
や
」
と
添
え
書
き
が
あ
る
）
と
青
本
と
『
玉
葉
集
』
は
、
「
伊
豆
の
国
」
と
あ
り
、
『
夫
 
 

木
抄
』
と
同
じ
で
あ
る
。
鎌
田
氏
が
「
第
一
句
は
二
伝
の
ど
ち
ら
で
も
観
賞
で
き
よ
う
」
と
言
わ
れ
た
と
お
り
で
は
あ
る
が
、
「
や
」
 
 

と
あ
る
こ
と
で
字
余
り
に
な
る
わ
け
で
、
歌
の
調
子
は
変
わ
る
。
『
夫
木
抄
」
 
は
定
家
本
系
統
等
と
同
文
な
の
で
あ
る
。
 
 

同
 
（
走
湯
山
参
詣
の
時
の
歌
）
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

一
二
四
人
五
 
は
し
る
ゆ
の
神
と
は
む
べ
ぞ
い
ひ
け
ら
し
は
や
き
し
る
し
の
あ
れ
ば
な
り
け
り
 
 

の
本
文
は
不
適
切
で
あ
り
、
「
我
が
恋
」
は
「
百
島
」
を
「
め
ぐ
る
」
浜
千
鳥
の
よ
う
で
あ
る
、
と
い
う
比
喩
表
現
で
あ
る
べ
き
と
 
 

こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
加
茂
真
淵
が
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
か
ら
歌
を
抜
粋
し
た
『
金
塊
和
歌
集
秀
逸
』
 
（
西
尾
市
岩
瀬
文
 
 

庫
蔵
本
・
東
海
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桃
国
文
庫
本
）
 
は
「
百
し
ま
め
ぐ
る
」
と
す
る
。
r
夫
木
抄
』
 
は
、
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
 
 

統
等
と
同
じ
、
妥
当
な
本
文
を
備
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

御
集
、
走
湯
山
に
参
詣
時
御
歌
 
 

鎌
倉
右
大
臣
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の
助
詞
が
な
い
か
ら
終
止
形
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
貞
享
本
系
統
諸
本
は
、
殆
ど
の
本
は
「
成
ぬ
べ
ら
な
る
」
と
す
る
（
静
・
 
 

小
・
筑
・
初
・
森
は
「
風
ぬ
べ
ら
引
」
。
岩
は
「
散
ホ
」
と
校
合
）
。
詞
書
「
花
恨
風
」
か
ら
し
て
も
、
こ
こ
は
「
軌
射
」
と
あ
る
 
 

べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
鎌
由
氏
が
「
貞
享
本
系
統
の
 
『
成
ぬ
べ
ら
な
る
』
 
で
は
一
首
の
意
味
が
分
明
に
な
る
ま
い
」
と
言
わ
れ
た
と
 
 

お
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
真
木
抄
』
 
は
定
家
本
系
統
と
同
文
な
の
で
あ
る
。
「
散
り
」
 
の
箇
所
に
限
っ
て
は
、
類
従
本
系
統
と
も
同
 
 

文
で
あ
る
。
な
お
、
貞
享
本
系
統
の
中
で
「
べ
ら
軋
」
と
す
る
伝
本
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
類
従
本
系
統
同
様
の
理
 
 

由
で
連
体
形
を
終
止
形
に
改
め
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
は
、
『
金
塊
集
』
諸
系
統
の
中
で
は
、
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
の
本
文
と
合
致
し
、
 
 

貞
享
本
系
統
の
本
文
と
は
い
さ
さ
か
経
れ
る
本
文
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
と
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
・
貞
享
本
系
統
写
本
系
列
と
が
同
じ
本
文
で
、
貞
享
本
系
 
 

統
版
本
・
版
本
転
写
本
系
列
お
よ
び
版
本
を
底
本
と
す
る
真
淵
評
語
本
系
列
と
が
本
文
を
異
に
す
る
こ
と
も
多
い
。
つ
ま
り
、
今
検
 
 

討
を
加
え
た
例
と
同
じ
型
で
、
加
え
て
貞
草
本
系
統
の
写
本
系
列
も
『
菜
木
抄
】
 
と
同
文
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
 
 

同
 
（
鎌
倉
右
大
臣
）
 
 

同
 
（
御
集
）
 
 

二
八
七
一
郭
公
き
く
と
は
な
し
に
た
け
く
ま
の
ま
つ
に
ぞ
夏
の
日
か
ず
へ
ぬ
べ
き
 
 

の
第
三
句
の
 
「
た
け
く
ま
」
 
つ
ま
り
「
武
隈
」
を
、
『
金
塊
集
』
 
の
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
お
よ
び
貞
享
本
系
統
写
本
系
列
で
 
 

は
同
様
に
 
「
た
け
く
ま
」
と
す
る
が
、
版
本
■
版
本
転
写
本
系
列
・
真
淵
評
語
本
系
列
の
多
く
の
本
は
、
「
た
け
し
ま
」
と
す
る
。
 
 

こ
れ
ら
版
本
・
版
本
転
写
本
系
列
・
真
淵
評
語
本
系
列
の
中
で
「
た
け
く
ま
」
と
す
る
の
は
、
東
・
狩
・
森
の
み
で
あ
る
（
菅
は
「
し
」
 
 

の
右
に
「
く
」
と
注
記
。
岩
は
「
く
ホ
」
と
校
合
）
。
歌
枕
「
武
隈
の
栓
」
 
の
 
「
枚
」
と
時
点
を
「
待
つ
」
と
を
掛
詞
と
す
る
こ
の
 
 

歌
で
あ
る
か
ら
、
「
た
け
L
ま
」
は
適
切
で
は
な
い
。
貞
享
本
系
統
版
本
及
び
そ
の
系
列
に
お
け
る
誤
謬
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
 
は
そ
 
 

の
誤
謬
の
な
い
本
文
と
同
じ
本
文
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

御
集
、
海
辺
冬
月
 
 

鎌
禽
右
大
臣
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一
一
八
五
五
 
月
の
す
む
い
そ
の
ま
つ
か
ぜ
さ
え
さ
え
て
し
ち
く
ぞ
見
ゆ
る
雪
の
白
は
ま
 
 

の
第
五
旬
「
し
ろ
く
ぞ
見
ゆ
る
」
は
、
『
金
塊
集
』
 
の
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
・
貞
享
本
系
統
写
本
系
列
は
 
『
夫
木
抄
』
 
と
同
 
 

文
で
あ
る
が
、
貞
草
本
系
統
版
本
・
版
本
転
写
本
系
列
・
真
淵
評
語
本
系
列
は
「
し
ろ
く
引
見
ゆ
る
」
と
す
る
。
真
淵
評
語
本
の
森
 
 

本
が
「
そ
」
と
す
る
の
は
、
類
従
本
系
統
に
よ
る
校
訂
で
あ
る
。
「
白
く
督
見
ゆ
る
」
「
白
く
も
l
見
ゆ
る
」
の
い
ず
れ
の
本
文
で
も
矛
 
 

盾
は
な
い
。
束
・
南
・
上
・
雁
の
諸
本
が
「
も
」
 
の
右
に
「
そ
」
と
注
記
し
て
い
る
が
、
見
せ
消
ち
に
は
し
て
い
な
い
の
は
、
い
ず
 
 

れ
の
本
文
で
も
可
で
あ
る
か
ら
と
見
て
よ
い
。
『
夫
木
抄
』
 
は
、
貞
享
本
系
統
の
版
本
の
系
列
と
は
本
文
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

御
集
、
恋
歌
 
 

一
三
八
八
二
 
お
き
つ
波
う
ち
で
の
は
ま
の
浜
ひ
さ
木
し
ほ
れ
て
の
み
や
と
し
叫
へ
ぬ
ら
ん
 
 

も
、
今
の
例
と
同
じ
型
の
異
同
の
例
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
は
末
旬
「
と
し
吋
へ
ぬ
ら
ん
」
と
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
『
金
塊
集
』
 
の
 
 

定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
・
貞
草
本
系
統
写
本
系
列
は
 
『
夫
木
抄
』
 
と
同
文
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
貞
草
本
系
統
の
版
本
・
版
本
 
 

転
写
本
系
列
・
真
淵
評
語
本
系
列
は
、
森
本
は
例
に
よ
っ
て
類
従
本
系
統
本
文
を
以
て
本
文
を
校
訂
し
て
い
る
の
で
例
外
と
し
て
、
 
 

「
年
を
l
へ
ぬ
ら
ん
」
と
す
る
（
桃
に
は
「
の
夫
」
と
『
夫
木
抄
』
本
文
と
の
校
合
が
あ
る
。
東
に
は
朱
で
「
の
」
と
注
記
が
あ
る
）
。
 
 

「
年
の
軽
ぬ
ら
ん
」
と
「
年
到
経
ぬ
ら
ん
」
と
で
は
「
樫
」
の
主
体
が
異
な
る
か
ら
（
前
者
は
「
年
」
、
後
者
は
「
浜
轍
」
）
、
歌
意
 
 

は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
敬
意
は
と
お
る
。
『
夫
木
抄
」
 
は
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
・
貞
享
本
系
統
写
本
系
列
と
同
 
 

じ
本
文
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

同
 
（
鎌
倉
右
大
臣
）
 
 

御
集
、
神
祇
 
 

一
五
九
四
六
 
や
ほ
よ
ろ
づ
よ
も
の
神
だ
ち
あ
つ
ま
れ
り
た
か
ま
の
は
ら
に
き
ぎ
た
か
く
し
て
 
 
 

谷
森
本
『
複
葉
集
』
 
の
み
が
第
二
旬
を
「
よ
の
神
速
そ
」
と
す
る
大
き
な
異
文
が
あ
る
こ
と
と
、
貞
享
本
系
統
写
本
系
列
の
伊
■
 
 

神
・
考
三
本
で
は
第
三
句
が
「
あ
ま
れ
り
」
と
字
足
ら
ず
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
各
伝
本
の
独
自
異
文
と
し
て
、
措
く
。
 
 

末
旬
を
貞
享
本
系
統
の
版
本
・
版
本
転
写
本
系
列
・
真
淵
評
語
本
系
列
の
殆
ど
が
「
封
じ
高
く
し
て
」
と
す
る
点
は
、
注
意
し
て
よ
 
 

い
 
（
岩
は
「
し
」
 
の
右
に
「
き
ホ
」
と
校
合
）
。
東
・
狩
は
「
き
ゝ
高
く
し
て
」
、
森
は
「
峰
高
く
し
て
」
 
（
「
き
ー
ク
ン
」
と
群
書
類
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従
本
と
の
校
合
が
あ
る
）
 
で
あ
る
。
こ
の
異
文
に
関
し
て
は
、
先
に
答
森
本
『
捜
葉
集
』
 
所
載
歌
を
検
討
し
た
折
に
先
覚
の
御
発
言
 
 

を
示
し
、
私
見
を
提
示
し
た
の
て
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
こ
こ
は
「
木
々
高
く
し
て
」
が
妥
当
で
、
「
き
ゝ
」
の
踊
り
字
を
 
 

「
し
」
と
誤
っ
た
の
が
「
き
し
」
と
す
る
諸
本
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
は
誤
謬
の
な
い
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
・
貞
享
本
系
統
 
 

写
本
系
列
の
本
文
と
同
文
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
ご
と
く
、
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
は
、
『
金
塊
集
」
 
の
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
と
貞
享
本
系
統
写
本
系
列
の
 
 

本
文
に
近
い
。
貞
寺
本
系
統
写
本
系
列
の
本
文
が
貞
享
本
系
統
の
中
で
は
細
部
に
お
い
て
定
家
本
系
統
に
近
い
こ
と
は
、
先
に
報
告
 
 

し
た
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
結
果
は
、
当
然
の
結
論
で
は
あ
る
が
、
先
程
分
析
し
た
と
お
り
、
『
夫
木
抄
』
 
は
定
 
 

家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
の
 
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
と
合
致
し
貞
享
本
系
統
と
は
鵬
致
し
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う
事
実
の
確
認
と
、
 
 

そ
の
例
外
的
事
項
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
た
め
に
、
敢
え
て
こ
の
件
を
も
こ
こ
で
吟
味
し
た
次
第
で
あ
る
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
は
、
類
従
本
系
統
『
金
税
集
』
と
は
本
文
を
異
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
の
目
頭
で
、
『
金
 
 

塊
集
』
類
従
本
系
統
は
基
本
的
に
は
定
家
本
系
統
と
同
じ
本
文
で
あ
る
と
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
間
遠
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
 
 

そ
し
て
、
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
が
同
文
で
あ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
検
討
L
た
例
で
も
わ
か
る
が
、
定
家
本
系
統
 
 

か
ら
類
従
本
系
統
に
至
る
間
に
少
々
本
文
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
夫
木
抄
』
 
は
、
そ
の
本
文
変
 
 

化
を
継
承
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
具
体
例
を
示
し
な
が
ら
、
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

ま
ず
、
先
の
 
「
対
照
表
」
 
に
示
L
た
よ
う
に
、
類
従
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
に
載
ら
な
い
歌
で
 
『
夫
木
抄
』
 
に
載
る
歌
が
あ
る
。
 
 

御
集
中
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

五
六
二
二
 
あ
き
の
夜
の
月
の
み
や
こ
の
き
り
ぎ
り
す
な
く
は
む
か
し
の
か
げ
や
恋
し
き
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 
 

拾
間
雪
 
 

l
三
八
〓
一
雪
つ
も
る
わ
か
の
松
原
ふ
り
に
け
り
い
く
代
へ
ぬ
ら
ん
た
ま
つ
し
ま
も
り
 
 

の
一
一
首
で
あ
る
。
二
首
と
も
、
定
家
本
系
統
・
貞
享
本
系
統
の
全
て
の
伝
本
に
異
文
も
な
く
載
る
。
各
伝
本
固
有
の
異
文
も
殆
ど
な
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四
〇
七
 
く
さ
ふ
か
き
か
す
み
の
谷
に
は
ぐ
く
も
る
う
ぐ
ひ
す
の
み
や
む
か
し
こ
ふ
ら
し
 
 

の
第
三
句
「
は
ぐ
く
も
る
」
は
、
定
家
本
系
統
は
『
夫
木
抄
』
と
同
文
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
類
従
本
系
統
は
「
春
こ
も
る
」
と
す
 
 

る
。
そ
し
て
、
右
行
間
に
「
は
く
ゝ
ま
る
」
と
細
字
で
注
記
す
る
。
『
夫
木
抄
』
は
類
従
本
系
統
の
本
文
と
は
合
致
し
な
い
の
で
あ
 
 

る
。
ち
な
み
に
、
貞
草
本
系
統
諸
本
の
中
で
は
、
版
本
・
版
本
転
写
本
系
列
・
真
淵
評
語
本
系
列
は
「
は
く
ゝ
ま
る
」
と
す
る
。
写
 
 

本
系
列
は
、
先
の
例
と
同
様
に
定
家
本
系
統
と
同
じ
「
は
く
ゝ
も
る
」
と
す
る
本
が
多
い
が
、
伊
・
青
二
本
は
版
本
と
同
じ
「
は
く
 
 

ゝ
ま
る
」
と
す
る
。
要
す
る
に
、
伊
・
青
二
本
の
よ
う
な
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
、
『
夫
木
抄
』
に
載
る
こ
の
歌
は
、
定
家
本
系
統
・
 
 

貞
草
本
系
統
写
本
系
列
と
同
文
で
あ
り
、
類
従
本
系
統
と
は
本
文
を
異
に
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 
 

（
詞
書
略
）
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

二
〇
四
六
 
わ
が
宿
の
八
重
の
山
ぶ
き
露
お
も
み
う
ち
は
ら
ふ
袖
の
そ
ぼ
ち
ぬ
る
か
な
 
 
 

『
金
塊
集
』
諸
本
は
第
三
旬
を
「
つ
ゆ
到
ゝ
も
み
」
と
す
る
。
『
夫
木
抄
』
と
谷
森
本
覆
葉
集
』
と
は
「
を
」
を
欠
く
。
『
金
塊
 
 

集
』
 
に
対
す
る
独
自
の
異
文
で
あ
る
 
ー
 
『
夫
木
抄
』
 
の
独
自
異
文
の
件
は
、
後
に
検
討
す
る
 
－
。
こ
の
歌
の
末
句
「
そ
ほ
ち
ぬ
 
 

る
か
な
」
が
『
金
塊
集
』
類
従
本
系
統
の
み
「
か
ほ
り
ぬ
る
か
な
」
と
な
っ
て
い
る
 
（
右
に
「
そ
ほ
ち
ィ
」
と
校
合
が
あ
る
）
。
鎌
 
 

■
1
9
V
 
田
氏
は
「
『
そ
ぼ
ち
ぬ
る
か
な
』
 
（
定
家
本
）
 
の
方
が
自
然
で
よ
い
」
と
言
わ
れ
る
。
本
歌
と
考
え
て
よ
い
 
『
古
今
集
』
の
、
 
 

（
題
し
ら
ず
）
 
（
六
人
九
番
詞
書
）
 
 

（
よ
み
人
し
ら
ず
）
 
（
六
九
二
番
）
 
 

六
九
四
 
宮
木
の
の
も
と
あ
ら
の
こ
は
ぎ
つ
ゆ
を
お
も
み
風
を
ま
つ
ご
と
き
み
を
こ
そ
ま
て
 
 

か
ら
見
て
、
袖
が
「
そ
ぼ
つ
」
と
い
う
本
文
が
本
来
で
あ
ろ
う
。
袖
が
「
乗
る
」
で
は
、
恋
の
色
合
い
が
よ
り
漉
い
歌
に
な
る
。
『
夫
 
 

木
抄
』
は
類
従
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
を
継
承
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

風
に
よ
す
る
恋
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

い
。
こ
の
事
突
か
ら
だ
け
で
も
、
類
従
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
が
 
『
夫
木
抄
』
 
の
撰
歌
資
料
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
な
 
 

お
、
二
百
と
も
、
類
従
本
系
統
で
は
、
巻
末
に
迫
補
さ
れ
た
「
一
本
及
印
本
所
載
歌
」
に
は
載
る
こ
と
を
付
甫
し
て
お
く
。
 
 

同
 
（
春
御
歌
中
、
鴬
。
四
〇
六
番
詞
書
）
 
鎌
倉
右
大
臣
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一
五
五
」
ハ
二
 
す
ず
か
け
の
苔
お
り
ぎ
ぬ
の
ふ
る
ご
ろ
も
を
て
も
こ
の
も
に
き
つ
つ
な
れ
け
ん
 
 

の
第
二
旬
「
ふ
る
ご
ろ
も
」
が
、
『
夫
木
抄
』
と
 
『
金
塊
集
」
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
は
同
文
で
あ
る
が
、
貞
享
本
系
統
諸
本
 
 

に
は
「
剖
衣
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
先
程
の
例
と
同
じ
型
で
あ
る
。
第
四
旬
「
を
て
も
こ
の
も
に
」
は
、
定
家
本
系
統
は
『
夫
木
抄
』
 
 

と
同
文
で
あ
る
が
 
（
栓
・
内
■
彰
三
本
は
右
行
間
に
「
本
の
ま
ゝ
」
と
注
記
が
あ
る
）
、
類
従
本
系
統
は
、
「
い
く
木
の
本
に
」
 
（
類
 
 

従
）
÷
い
く
木
の
し
た
に
」
 
（
犬
）
 
と
、
本
文
が
異
な
る
。
「
彼
面
此
面
」
 
の
訓
読
「
を
て
も
こ
の
も
」
と
い
う
本
文
が
こ
こ
で
は
妥
 
 

当
で
、
類
従
本
系
統
は
 
「
を
て
も
こ
の
も
」
 
の
意
味
が
分
ら
な
く
な
り
、
旅
歌
と
い
う
の
で
「
幾
本
の
下
に
」
と
憲
政
を
試
み
た
の
 
 

で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
貞
享
本
系
統
で
も
、
写
本
系
列
に
「
お
て
も
こ
の
も
に
」
と
す
る
本
が
少
々
あ
る
だ
け
で
（
高
・
書
）
、
「
お
 
 

く
も
こ
の
も
と
」
 
「
お
く
も
こ
の
も
ゝ
」
「
い
く
き
の
も
と
に
」
な
ど
の
異
文
が
多
い
。
こ
こ
で
も
、
「
を
て
も
こ
の
も
」
 
の
意
味
が
 
 

′
罰
｝
 
 

分
ら
な
く
な
っ
て
い
た
、
と
見
て
よ
い
。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
金
塊
和
歌
集
』
 
は
貞
享
版
本
を
底
本
に
校
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
 
 

が
、
「
底
本
の
本
文
で
は
意
味
不
明
」
と
し
て
「
お
て
も
こ
の
も
に
」
と
本
文
を
修
正
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
夫
木
抄
』
 
 

は
 
『
金
塊
集
』
 
の
類
従
本
系
統
と
は
本
文
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

同
 
（
家
集
、
神
祇
歌
中
）
 
 

同
 
（
鎌
倉
右
大
臣
）
 
 

一
大
一
四
八
 
か
み
つ
け
の
せ
た
の
あ
か
ぎ
の
射
引
甜
ヤ
ま
と
に
い
か
で
あ
と
を
た
れ
け
ん
 
 
 

五
八
四
三
 
あ
だ
し
の
の
く
ず
の
う
ら
ふ
く
秋
風
の
め
に
し
見
え
ね
ば
し
る
人
も
な
し
 
 

の
第
二
句
「
封
の
う
ら
ふ
く
」
を
、
類
従
本
系
統
『
金
塊
集
』
と
、
類
従
本
系
統
本
文
に
拠
っ
て
本
文
を
校
訂
し
た
ふ
L
の
あ
る
 
 

〔
姻
）
 
貞
享
本
系
統
の
森
本
の
み
は
「
劃
の
う
ら
吹
」
と
す
る
。
「
裏
」
を
詠
む
の
は
草
の
中
で
も
「
葛
」
で
あ
る
。
r
新
古
今
集
』
の
、
 
 

（
詞
書
略
）
 
 

相
模
 
 

山
一
六
六
 
い
か
に
せ
む
く
ず
の
う
ら
ふ
く
秋
風
に
し
た
ば
の
つ
ゆ
の
か
く
れ
な
き
身
を
 
 

を
始
め
と
し
て
、
「
葛
の
裏
風
」
「
葛
の
裏
葉
」
と
い
う
表
現
は
極
め
て
多
い
。
し
か
し
、
「
到
の
裏
吹
く
」
「
剖
の
裏
菓
」
の
例
は
な
 
 

い
。
こ
の
歌
も
、
r
夫
木
抄
』
は
類
従
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
に
は
拠
っ
て
い
な
い
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
 
 

法
眼
走
忍
に
あ
ひ
て
侍
り
し
時
、
大
峰
の
物
語
せ
L
を
聞
き
て
よ
め
る
 
鎌
倉
右
大
臣
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の
第
三
旬
を
、
『
金
塊
集
』
定
家
本
系
統
は
 
『
夫
木
抄
』
と
同
様
に
「
か
ら
や
し
ろ
」
と
す
る
が
、
類
従
本
系
統
と
貞
享
本
系
統
版
 
 

本
・
版
本
転
写
本
系
列
・
真
淵
評
語
本
系
列
は
「
封
や
し
ろ
」
と
す
る
。
こ
の
例
は
、
類
従
本
系
統
と
貞
享
本
系
続
と
が
定
家
本
 
 

系
統
と
対
立
す
る
本
文
を
持
つ
例
で
あ
る
。
貞
草
本
系
統
写
本
系
列
は
、
「
射
副
や
し
ろ
」
と
す
る
本
（
伊
）
、
「
射
引
や
し
ろ
」
と
 
 

す
る
本
（
高
・
青
・
書
）
、
「
別
u
や
し
ろ
」
と
す
る
本
（
神
・
考
・
閣
。
神
は
「
ミ
欺
」
と
、
考
∴
閣
は
「
ら
欺
」
と
、
勘
物
あ
り
）
 
 

と
、
種
々
で
あ
る
。
本
地
垂
速
の
赤
城
山
神
社
で
あ
る
が
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
補
注
に
「
赤
城
山
神
社
を
r
か
ら
社
』
と
い
っ
 
 

た
証
拠
は
は
つ
き
り
し
な
い
」
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
歌
、
「
大
和
に
い
か
で
逃
を
垂
れ
け
む
」
と
あ
る
か
ら
、
「
大
和
」
 
に
 
 

か
た
り
 
 

対
す
る
 
「
韓
社
」
 
の
方
が
本
来
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
、
類
従
本
系
統
も
貞
享
本
系
統
も
、
「
神
社
」
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
意
改
で
 
 

あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
こ
は
 
「
か
ら
」
 
の
 
「
ら
」
を
片
仮
名
の
 
「
ミ
」
と
誤
っ
た
結
果
「
か
み
」
と
本
文
が
変
化
し
た
と
い
う
 
 

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
□
貞
享
本
系
統
写
本
系
列
の
「
か
ぃ
や
し
ろ
」
も
、
「
ら
」
が
縦
に
長
く
な
っ
て
「
し
」
に
似
た
文
字
に
な
っ
 
 

た
結
果
、
「
し
」
と
誤
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
夫
木
抄
』
は
誤
解
や
誤
写
の
生
じ
る
以
前
の
定
家
本
系
統
『
金
塊
 
 

集
』
 
の
本
文
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
類
従
本
系
統
の
本
文
は
 
『
夫
木
抄
』
 
に
影
響
L
て
い
な
い
と
判
断
し
て
よ
い
。
 
 
 

同
じ
よ
う
な
例
を
い
ま
一
つ
、
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
 
 

二
所
謂
下
向
後
に
、
侍
ど
も
み
え
ざ
り
し
か
ば
よ
め
る
と
云
云
 
鎌
倉
右
大
臣
 
 
 

一
六
九
五
八
 
た
び
を
ゆ
き
し
あ
と
の
や
ど
も
り
お
の
お
の
に
わ
た
く
し
あ
れ
や
け
さ
は
い
ま
だ
こ
ぬ
 
 

2
1
 
 

の
第
三
旬
を
、
『
夫
木
抄
』
 
と
 
「
金
塊
集
』
定
家
本
系
統
・
貞
享
本
系
統
写
本
系
列
は
「
を
の
／
し
～
に
」
と
す
る
が
 
（
伊
の
み
 
「
ほ
 
 

の
′
√
＼
に
」
と
す
る
）
、
類
従
本
系
統
は
「
を
れ
ノ
し
、
に
」
 
（
類
従
）
・
「
お
れ
／
－
＼
に
」
 
（
犬
）
 
と
し
、
右
に
「
の
ィ
」
と
校
異
を
示
 
 

L
て
い
る
。
貞
享
本
系
統
は
、
版
本
・
版
本
転
写
本
系
列
・
真
淵
評
語
本
系
列
が
「
を
れ
／
ト
一
に
」
「
お
れ
／
1
に
」
と
す
る
。
貞
 
 

享
本
系
統
写
本
系
列
で
は
、
定
家
本
系
統
と
同
様
、
「
を
の
／
L
l
に
」
と
あ
る
。
こ
の
件
、
斎
藤
茂
吉
氏
に
∃
お
れ
お
れ
』
未
練
の
 
 
 

記
」
と
い
う
御
論
考
が
あ
る
。
氏
は
、
貞
草
本
系
統
・
類
従
本
系
統
の
「
を
れ
／
1
に
」
で
解
釈
さ
れ
て
き
た
こ
の
歌
で
は
あ
る
が
、
 
 

定
家
所
伝
本
の
出
現
で
、
「
を
の
ノ
′
し
一
に
」
 
の
本
文
で
解
釈
す
べ
き
も
の
に
な
っ
た
こ
と
、
「
従
来
難
渋
し
た
解
釈
が
極
め
て
楽
に
出
 
 

来
る
や
う
に
な
つ
た
」
こ
と
を
言
い
、
「
さ
う
決
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
に
も
拘
ら
ず
、
私
は
い
ま
だ
こ
の
 
『
を
れ
を
れ
』
 
に
未
練
が
 
 
2
7
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耗
の
於
乎
文
庫
本
系
列
の
み
、
節
四
旬
を
「
わ
た
ら
し
あ
れ
や
」
と
す
る
。
内
・
彰
二
本
に
「
本
の
ま
ゝ
」
と
注
記
が
あ
る
よ
う
に
、
 
 

こ
の
本
文
は
不
審
で
あ
る
。
小
さ
く
善
か
れ
た
 
「
く
」
を
「
ら
」
と
誤
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
 
 
 

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
『
夫
木
抄
』
 
は
 
『
金
椀
集
』
 
の
類
従
本
系
統
と
は
本
文
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
 
 

で
き
た
。
『
夫
木
抄
』
 
は
類
従
本
系
統
 
『
金
塊
集
』
を
撰
歌
資
料
と
は
し
て
い
な
い
と
見
て
よ
い
。
従
っ
て
、
類
従
本
系
統
『
金
椀
 
 

集
b
 
の
定
家
本
系
統
に
対
す
る
異
文
は
、
『
夫
木
抄
』
 
に
至
る
の
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
生
じ
た
、
と
見
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
。
 
 

こ
れ
ま
で
の
本
文
の
吟
味
を
通
じ
て
、
『
夫
木
抄
』
 
の
本
文
は
 
『
金
塊
集
』
定
家
本
系
統
の
本
文
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
 
 

が
明
ら
か
に
で
き
た
。
そ
れ
は
、
例
示
せ
ず
に
済
ま
せ
た
歌
に
つ
い
て
も
、
ほ
ほ
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
 
 

特
に
、
『
夫
木
抄
』
 
と
定
家
本
系
統
司
金
塊
集
』
 
の
み
が
同
じ
本
文
で
他
の
類
従
本
系
統
・
貞
草
本
系
統
の
本
文
と
は
相
違
す
る
、
 
 

と
い
う
例
を
知
る
時
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
が
納
得
で
き
る
も
の
と
な
る
と
言
え
よ
う
。
さ
よ
う
な
例
を
示
L
て
み
る
。
 
 

家
集
、
春
御
歌
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 
 

あ
る
」
と
さ
れ
た
論
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
補
注
で
は
、
「
『
お
の
お
の
に
』
が
正
し
く
て
、
『
お
れ
お
れ
に
』
は
 
 

間
違
っ
て
い
る
と
簡
単
に
は
片
づ
け
が
た
い
」
と
、
斎
藤
氏
と
は
正
反
対
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
判
定
は
当
面
の
問
題
と
 
 

は
離
れ
る
の
で
措
く
と
し
て
 
（
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
能
」
 
の
草
体
の
 
「
の
」
と
「
れ
」
と
の
誤
読
に
よ
る
異
文
で
あ
る
）
、
と
に
か
 
 

く
、
こ
れ
は
、
『
夫
木
抄
』
が
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
と
同
文
で
あ
る
こ
と
、
類
従
本
系
統
と
は
異
な
る
こ
と
、
を
示
す
例
な
の
 
 

で
あ
る
。
こ
の
歌
に
は
、
い
ま
一
か
所
、
『
金
塊
集
』
諸
本
の
間
で
可
夫
木
抄
』
 
と
の
関
連
を
考
え
る
べ
き
異
同
が
あ
る
。
末
旬
の
 
 

「
こ
ぬ
」
で
あ
る
。
「
い
ま
だ
」
を
「
ま
た
」
と
す
る
伝
本
、
「
又
」
と
す
る
本
が
あ
る
が
、
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
、
貞
享
本
系
兢
 
 

の
版
本
と
版
本
転
写
本
系
列
・
真
淵
評
語
本
系
列
の
中
で
、
「
こ
ぬ
」
を
「
こ
ん
」
と
、
正
反
対
の
敬
意
に
な
る
本
文
と
す
る
伝
本
 
 

が
あ
る
の
で
あ
る
。
貞
享
・
秋
・
達
・
桃
■
菅
・
南
・
狩
・
上
・
雁
・
玉
の
諸
本
で
あ
る
。
「
こ
ぬ
」
と
「
こ
ん
」
 
の
受
け
取
り
様
 
 

で
、
先
の
「
い
ま
だ
」
「
ま
だ
」
「
ま
た
」
「
又
」
の
本
文
の
確
定
も
揺
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
異
同
も
、
『
夫
木
抄
】
が
『
金
塊
集
』
 
 

の
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
・
貞
草
本
系
統
写
本
系
列
の
本
文
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
例
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
定
家
本
系
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旬
形
は
、
『
万
葉
集
』
出
来
、
数
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
 
 

、
．
h
、
、
ヽ
〓
・
 
 

二
二
七
〇
 
出
去
者
 
天
飛
腐
之
 
可
泣
美
 
且
今
日
且
今
日
云
二
 
年
曽
経
書
家
類
（
『
万
葉
集
』
巻
第
一
〇
）
 
 

一
休
■
 
「
卦
飛
ぷ
」
の
例
は
、
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
坂
上
是
別
の
歌
に
一
首
見
え
る
が
、
「
層
」
で
は
な
く
「
鴨
」
で
あ
る
。
 
 

二
五
七
二
 
い
で
て
い
け
ば
そ
ら
と
ぷ
か
も
の
な
き
ぬ
べ
み
け
さ
こ
と
い
ふ
に
と
し
ぞ
へ
に
け
る
 
三
古
今
和
歌
六
帖
≡
 
 
 

ま
た
、
第
四
旬
「
さ
さ
射
う
へ
の
つ
ゆ
」
は
、
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
」
以
外
は
、
全
て
、
「
さ
さ
吋
上
の
露
」
と
あ
る
。
こ
の
 
 

歌
も
、
『
夫
木
抄
』
 
の
本
文
と
合
致
す
る
の
は
定
家
本
系
統
『
金
税
集
』
 
の
み
な
の
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
第
四
旬
「
ふ
る
き
清
水
に
」
は
、
類
従
本
系
統
の
み
「
ふ
り
に
し
水
に
」
と
あ
る
 
（
貞
享
本
系
統
写
本
系
列
の
伊
本
と
谷
森
 
 

本
覆
菓
集
』
は
「
封
引
し
み
つ
に
」
と
す
る
。
貞
享
版
本
と
同
文
で
あ
る
岩
は
、
「
の
ふ
り
に
し
」
を
行
間
に
校
合
L
て
い
る
）
。
 
 

「
山
の
井
の
」
と
L
「
ふ
る
き
L
み
づ
に
」
と
す
る
の
は
、
つ
ま
り
、
『
夫
木
抄
』
と
同
文
で
あ
る
の
は
、
『
金
塊
集
』
 
の
定
家
本
系
 
 

統
諸
本
と
 
r
東
撰
六
帖
』
 
諸
本
と
の
み
な
の
で
あ
る
。
『
束
撰
」
ハ
帖
』
 
の
本
文
が
 
『
夫
木
抄
』
 
の
撰
歌
資
料
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
 
 

そ
れ
は
、
部
分
的
に
参
照
す
る
程
度
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
の
全
て
が
 
『
束
撰
六
帖
」
 
に
載
る
わ
け
で
 
 

は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
、
こ
の
一
九
二
九
番
の
例
は
、
『
夫
木
抄
』
と
 
『
金
塊
集
』
定
家
本
系
統
の
関
係
の
深
さ
を
示
す
 
 

も
の
な
の
で
あ
る
。
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

細
集
、
野
辺
雁
 
 

と
ぷ
囁
の
」
と
す
る
。
岩
は
「
空
」
に
「
天
ホ
」
と
校
合
L
て
い
る
。
「
あ
ま
と
ぷ
か
り
」
「
あ
ま
と
ぶ
や
 
か
り
の
つ
ば
さ
の
」
 
の
 
 

の
第
二
旬
「
あ
ま
と
ぶ
雁
の
」
を
、
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
と
類
従
本
系
統
類
従
本
と
貞
草
本
系
統
の
狩
本
の
外
は
、
全
て
、
「
空
 
 

一
九
二
九
 
春
ふ
か
み
花
ち
り
か
か
る
山
の
井
の
ふ
る
き
清
水
に
蛙
な
く
な
り
 
 

の
第
三
旬
「
山
の
井
の
」
は
、
貞
享
本
系
鹿
 
『
金
塊
集
』
諸
本
で
は
、
類
従
本
系
統
に
拠
っ
て
校
訂
し
た
森
本
を
例
外
と
し
て
、
全
 
 

て
、
「
山
の
井
嘲
」
と
あ
る
。
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
と
『
束
撰
六
帖
』
諸
本
は
、
『
夫
木
抄
』
同
様
、
「
山
の
井
叫
」
で
あ
る
。
 
 

四
人
九
六
 
久
方
の
あ
ま
と
ぷ
雁
の
な
み
だ
か
も
お
ほ
あ
ら
き
の
の
き
さ
が
う
へ
の
露
 
 

御
集
、
秋
歌
中
 
 

鎌
倉
右
大
臣
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五
五
六
七
 
庭
く
さ
に
露
の
致
そ
ふ
む
ら
さ
め
に
夜
ぶ
か
き
む
し
の
声
ぞ
か
な
L
き
 
 

の
初
句
「
庭
く
さ
け
」
が
『
未
木
抄
』
と
同
文
で
あ
る
の
は
、
定
家
本
系
統
の
『
金
塊
集
』
の
み
で
あ
る
。
蚕
棟
集
』
の
他
系
統
 
 

■
弘
一
 
 

も
 
『
万
代
集
』
も
「
庭
草
の
」
と
す
る
。
『
万
代
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
を
吟
味
L
た
別
稿
で
も
述
べ
た
が
、
本
歌
で
あ
る
、
 
 
 

二
山
六
四
 
庭
草
村
 
村
雨
落
り
て
 
き
り
ぎ
り
す
 
鳴
く
音
聞
け
ば
 
秋
づ
き
に
け
り
（
巻
第
一
〇
）
 
 

と
い
う
『
万
葉
集
』
の
歌
か
ら
見
て
、
『
夫
木
抄
』
や
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
の
「
庭
草
吋
」
が
本
来
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
は
そ
 
 

の
定
家
本
系
統
 
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
と
合
敦
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
歌
、
定
家
本
系
統
 
『
金
塊
集
』
諸
本
で
本
文
に
異
同
が
 
 

あ
る
。
第
三
旬
「
む
ら
さ
め
出
」
が
、
類
従
本
系
統
も
貞
享
本
系
統
も
「
村
雨
に
」
と
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
家
本
系
統
の
於
■
 
 

内
・
彰
の
三
本
、
つ
ま
り
松
平
文
庫
本
系
列
の
み
「
む
ら
両
の
」
と
あ
る
 
（
松
に
は
「
に
ィ
」
と
校
合
が
あ
る
）
。
鎌
田
氏
は
 
「
こ
 
 

の
歌
、
助
詞
『
に
』
を
重
用
し
て
句
句
が
積
み
上
げ
ら
れ
、
作
者
の
工
夫
の
あ
と
を
示
L
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、
定
家
本
系
統
 
 

の
「
に
は
く
さ
吋
…
…
む
ら
さ
め
け
：
…
」
と
い
う
「
に
」
の
重
用
を
避
け
よ
う
と
し
て
、
松
平
文
庫
本
系
列
は
「
む
ら
雨
叫
」
と
 
 

改
め
、
類
従
本
系
統
・
貞
享
本
系
統
は
「
庭
草
叫
」
と
改
め
た
、
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
夫
木
抄
』
と
 
 

繋
が
る
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
は
、
定
家
所
伝
本
系
列
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
定
家
本
系
統
の
中
の
ど
の
よ
う
な
本
 
 

文
と
繋
が
る
か
と
い
う
件
に
つ
い
て
は
、
後
程
、
他
の
例
を
示
L
て
、
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

河
辺
千
鳥
と
い
ふ
こ
と
を
人
人
あ
ま
た
よ
み
け
る
つ
い
で
に
 
鎌
倉
右
大
臣
 
 

六
八
山
九
 
よ
を
さ
む
み
う
ら
の
松
風
ふ
き
む
せ
ぴ
む
L
あ
け
の
渡
に
ち
ど
り
な
く
な
り
 
 
 

第
三
旬
「
ふ
き
む
せ
び
」
が
『
夫
木
抄
』
と
同
文
で
あ
る
の
は
、
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
の
定
家
・
函
・
松
・
内
四
本
の
み
で
、
 
 

定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
彰
本
・
類
従
本
系
統
の
類
従
本
・
貞
享
本
系
統
写
本
系
列
の
中
の
神
・
考
・
高
・
青
・
書
・
閣
の
諸
本
 
 

は
「
吹
む
す
ぴ
」
、
類
従
本
系
統
の
大
本
・
貞
草
本
系
統
版
本
・
版
本
転
写
本
系
列
全
本
■
真
淵
評
語
本
系
列
の
殆
ど
の
本
・
写
本
 
 

系
列
の
伊
本
は
「
吹
引
封
」
、
貞
草
本
系
統
真
淵
評
語
本
系
列
の
狩
本
は
「
ふ
き
列
引
み
l
」
、
と
い
う
具
合
に
、
定
家
本
系
統
以
外
 
 

は
異
文
が
あ
る
。
「
ふ
き
む
せ
び
」
 
の
例
は
こ
の
歌
の
外
に
は
管
見
に
人
ら
な
い
が
、
松
風
が
「
吹
き
む
せ
び
」
千
鳥
が
「
鳴
く
」
 
 

l
 

と
肥
え
る
時
、
無
理
の
な
い
本
文
で
あ
る
。
L
か
る
に
、
「
吹
き
矧
ぷ
」
は
、
確
か
に
風
の
動
き
を
描
写
す
る
語
で
は
あ
る
が
、
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六
六
二
 
今
は
と
て
吹
き
す
さ
む
な
り
牧
の
笛
の
音
を
ば
や
こ
ゑ
の
鳥
に
ゆ
づ
り
て
 
（
『
正
治
後
度
百
首
』
・
鴨
長
明
）
 
 

実
朝
歌
の
 
「
吹
き
す
さ
み
」
も
、
後
の
本
文
変
化
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
夫
木
抄
』
は
 
『
金
塊
集
』
定
家
本
系
統
と
本
文
 
 

が
合
致
す
る
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
も
、
定
家
本
系
統
の
中
の
於
平
文
庫
本
系
列
の
内
本
に
は
異
文
が
あ
る
が
。
 
 

同
 
（
河
辺
千
鳥
と
い
ふ
こ
と
を
人
人
あ
ま
た
よ
み
け
る
つ
い
で
に
）
 
鎌
倉
右
大
臣
 
 

六
人
二
〇
 
ゆ
ふ
づ
く
よ
み
つ
し
ほ
あ
ひ
の
か
た
を
な
み
な
み
だ
し
ほ
れ
て
な
く
ち
ど
り
か
な
 
 

の
第
四
旬
「
な
み
だ
し
ほ
れ
て
」
は
、
『
金
塊
集
≡
正
家
本
系
統
は
同
文
で
あ
る
が
、
他
本
は
全
て
、
「
郵
相
し
ほ
れ
て
」
と
す
る
（
「
磯
」
 
 

I 

と
校
合
を
示
す
伝
本
が
散
見
す
る
が
、
「
磯
に
」
を
本
文
と
す
る
伝
本
は
管
見
に
人
ら
な
い
）
。
谷
森
本
『
複
葉
集
』
も
「
到
射
け
し
 
 

ほ
れ
て
」
で
あ
る
。
鎌
田
氏
は
 
「
定
家
本
の
 
『
涙
し
を
れ
て
』
 
は
、
原
作
か
も
知
れ
な
い
が
、
や
や
舌
足
ら
ず
の
気
味
が
あ
ろ
う
」
 
 

と
言
わ
れ
る
。
「
涙
し
を
れ
て
」
 
の
例
は
多
く
な
い
。
『
新
続
古
今
集
』
 
雑
下
の
、
「
後
福
光
園
摂
政
か
く
れ
侍
り
て
の
比
、
源
義
将
 
 

朝
臣
も
と
よ
り
と
し
月
な
れ
に
け
る
事
な
ど
申
し
て
侍
る
返
ご
と
に
」
と
い
う
権
中
納
言
雅
緑
の
長
歌
の
中
に
、
 
 

三
九
七
 
ふ
き
む
す
ぶ
た
き
は
こ
ほ
り
に
と
ぢ
は
て
て
栓
に
ぞ
風
の
声
も
を
し
ま
ぬ
 
（
『
新
勅
撰
集
』
・
式
子
内
親
王
）
 
 

と
い
う
よ
う
に
、
露
・
氷
な
ど
の
「
結
ぶ
」
も
の
と
の
縁
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
実
朝
の
こ
の
「
よ
を
さ
む
み
」
の
歌
に
は
、
「
結
 
 

ぶ
」
と
の
縁
語
は
な
い
。
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
彰
本
以
下
の
「
吹
き
引
叫
」
は
、
律
の
本
文
変
化
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
「
吹
 
 

き
割
引
叫
」
「
吹
き
¶
引
剃
」
は
、
「
吹
き
む
せ
ぶ
」
に
比
べ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
荒
れ
る
」
意
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。
 
 

1
‖
 
 

二
〇
四
六
 
…
‥
…
・
 

の
例
が
あ
る
が
、
哀
傷
の
歌
で
あ
る
。
「
涙
」
 
で
「
衣
手
」
が
「
萎
る
」
が
哀
傷
の
表
現
で
あ
る
こ
と
は
納
得
で
き
る
と
し
て
、
こ
 
 

の
実
朝
歌
に
哀
傷
の
意
味
あ
い
を
見
る
か
と
い
う
と
、
い
さ
さ
か
無
理
で
あ
る
。
一
方
、
「
観
相
萎
れ
て
」
は
、
歌
に
例
が
多
い
。
 
 

一
一
四
l
 
い
く
夜
わ
れ
な
み
に
し
を
れ
て
き
ぶ
ね
河
袖
に
玉
ち
る
も
の
思
ふ
ら
ん
 
（
『
新
古
今
集
』
・
摂
政
太
政
大
臣
）
 
 

一
六
三
六
 
海
士
小
舟
い
ま
や
出
づ
ら
ん
お
ほ
し
ま
の
な
だ
の
し
ほ
風
吹
き
す
さ
む
な
り
 
〔
『
続
千
載
集
』
・
接
寮
使
資
平
）
 
 

三
一
二
 
ふ
き
む
す
ぷ
風
は
む
か
し
の
秋
な
が
ら
あ
り
し
に
も
に
ぬ
袖
 
 

二
七
人
 
し
ら
せ
ば
や
す
が
た
の
他
の
花
か
つ
み
か
つ
み
る
ま
ま
に
浪
に
し
を
る
る
 
（
『
正
治
初
産
百
首
』
・
武
子
内
親
王
）
 
 

〕
肥
＋
 
の
轟
か
な
 
（
r
新
古
今
集
n
T
小
野
小
町
）
 
 

l
 
 「

缶
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埠
■
 
 
 
 
二
六
四
 
な
に
ゆ
ゑ
の
う
ら
み
を
す
ま
の
友
千
鳥
波
に
し
を
る
る
あ
か
つ
き
の
こ
ゑ
（
『
隆
信
集
』
・
『
千
五
百
番
歌
合
』
モ
）
 
 

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
「
わ
れ
」
が
、
「
他
の
花
」
が
、
「
千
鳥
の
声
」
が
、
披
に
「
萎
る
」
と
い
う
表
現
は
、
多
く
の
人
が
詠
ん
 
 

だ
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
 
「
夕
月
夜
」
 
の
歌
も
、
そ
の
表
現
に
沿
っ
て
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
夫
木
抄
』
 
は
、
「
涙
萎
れ
て
」
と
 
 

い
う
、
改
め
ら
れ
る
以
前
の
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
と
同
じ
本
文
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
の
中
に
は
、
貞
享
本
系
統
「
金
塊
集
』
や
類
従
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
 

と
同
文
で
あ
る
が
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
と
は
本
文
を
異
に
す
る
、
と
い
う
例
が
な
い
で
は
な
い
。
一
二
検
討
し
て
み
る
。
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 
 

寄
金
恋
 
 

二
瓦
一
一
七
六
 
こ
が
ね
ほ
る
み
ち
の
く
山
に
た
つ
た
み
の
い
の
ち
も
し
ら
ぬ
こ
ひ
も
す
る
か
な
 
 

の
末
旬
を
「
こ
ひ
も
す
る
か
な
」
と
す
る
の
は
、
『
夫
木
抄
』
 
と
谷
森
本
 
『
複
葉
集
』
 
と
 
『
金
塊
集
』
 
類
従
本
系
統
・
貞
享
本
系
統
 
 

で
、
定
家
本
系
統
は
「
こ
ひ
も
す
る
引
」
と
す
る
。
『
美
本
抄
』
と
定
家
本
系
統
と
で
本
文
が
異
な
り
、
他
の
系
統
と
は
合
致
す
 
 

る
の
で
あ
る
。
「
か
も
」
 
は
、
主
に
奈
良
時
代
に
用
い
ら
れ
、
平
安
時
代
以
降
は
「
か
な
」
が
代
っ
て
用
い
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
『
万
 
 

葉
集
』
 
の
歌
に
倣
う
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
実
朝
は
、
「
か
も
」
 
の
語
を
殊
更
に
用
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
後
に
、
時
代
と
し
て
一
 
 

般
的
な
「
か
な
」
 
に
改
め
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。
『
夫
木
抄
』
 
は
、
そ
の
改
め
ら
れ
た
語
句
の
方
の
本
文
と
同
じ
で
あ
る
わ
け
で
あ
 
 

る
。
稿
者
は
、
先
に
、
こ
の
異
文
に
関
し
て
、
「
『
夫
木
抄
』
が
『
こ
ひ
も
す
る
劃
』
と
す
る
の
は
、
定
家
本
系
統
以
外
の
『
金
塊
 
 

集
』
 
に
拠
っ
た
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
た
が
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
う
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
は
考
え
る
が
、
類
従
本
系
統
 
 

や
貞
享
本
系
統
と
は
別
個
に
、
『
夫
木
抄
』
も
時
代
と
し
て
一
般
的
な
「
か
な
」
に
改
め
た
こ
と
も
あ
り
得
る
。
『
夫
木
抄
」
 
の
撰
歌
 
 

資
料
は
こ
こ
を
「
か
な
」
と
す
る
 
『
金
塊
集
』
転
従
本
系
統
や
貞
享
本
系
統
で
あ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

同
 
（
御
集
）
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

一
六
九
三
五
 
た
び
の
空
な
れ
ぬ
は
に
ふ
の
よ
る
の
と
こ
わ
び
し
き
ま
で
に
も
る
時
雨
か
な
 
 
 

こ
の
歌
の
第
二
句
「
よ
る
の
と
こ
」
と
同
文
で
あ
る
の
は
、
こ
れ
も
『
金
塊
集
』
 
の
類
従
本
系
統
・
貞
草
本
系
蘇
∵
谷
森
本
 
『
後
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葉
集
』
 
で
あ
る
。
定
家
本
系
統
は
 
「
よ
る
の
と
に
」
と
す
る
。
『
夫
木
抄
』
 
は
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
と
は
本
文
を
異
に
す
る
の
 
 

で
あ
る
。
「
埴
生
の
夜
の
戸
」
 
に
時
雨
が
漏
れ
る
、
と
す
る
か
、
「
埴
生
の
夜
の
床
」
 
に
時
雨
が
漏
れ
る
と
す
る
か
、
い
ず
れ
も
解
釈
 
 

は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
の
場
合
、
本
歌
と
見
て
よ
い
 
『
万
葉
集
』
 
に
載
る
歌
、
 
 

ト
コ
 
 

ハ
ニ
ウ
ノ
1
■
ヤ
ニ
 
 

二
六
九
一
 
枝
方
之
 
赤
土
少
崖
ホ
 
小
雨
 
床
共
所
姑
 
於
身
副
我
妹
 
（
巻
第
一
一
）
 
 

か
ら
す
る
と
、
「
埴
生
」
 
と
 
「
床
」
と
の
組
み
合
わ
せ
が
妥
当
で
あ
る
。
「
と
に
」
と
す
る
定
家
本
系
統
の
本
文
の
方
が
誤
り
な
の
で
 
 

あ
る
。
「
と
こ
」
 
の
 
「
こ
」
が
片
仮
名
の
「
l
こ
 
に
誤
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
類
従
本
系
統
な
ど
は
「
よ
る
の
と
こ
」
と
、
 
 

在
る
べ
き
本
文
に
改
変
し
た
の
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
の
撰
歌
資
料
は
こ
の
部
分
「
と
こ
」
と
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
『
夫
 
 

木
抄
』
 
編
者
も
、
同
じ
修
正
を
試
み
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
樋
口
氏
は
、
定
家
所
伝
本
を
底
本
と
し
て
 
『
金
塊
集
』
 
を
 
 

校
訂
さ
れ
た
が
、
こ
の
 
「
よ
る
の
と
に
」
 
の
部
分
を
「
夜
の
床
」
と
 
「
底
本
改
訂
」
を
試
み
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
定
家
本
系
統
の
 
 

松
平
文
庫
本
系
列
諸
本
の
み
、
第
四
句
を
「
わ
び
し
き
矧
に
」
と
す
る
。
そ
の
系
列
の
「
よ
る
の
河
村
わ
び
し
き
袖
に
」
と
い
う
本
 
 

文
で
は
、
時
雨
の
漏
れ
し
た
た
る
場
所
が
二
箇
所
に
分
散
す
る
こ
と
に
な
り
、
従
え
な
い
異
文
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
ご
と
く
、
『
夫
木
抄
』
 
と
定
家
本
系
統
 
『
金
塊
集
』
 
と
で
本
文
が
相
違
す
る
例
が
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
 
 

ご
く
少
数
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
、
『
夫
木
抄
」
 
の
校
訂
が
た
ま
た
ま
貞
享
本
系
統
等
と
合
致
し
定
家
本
系
統
と
は
本
文
が
 
 

相
違
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
文
が
合
致
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
r
夫
木
抄
』
 
が
貞
享
本
 
 

系
統
の
本
文
に
拠
っ
た
と
は
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
か
も
」
か
ら
「
か
な
」
へ
の
意
改
、
「
夜
の
戸
に
」
か
ら
「
夜
の
床
」
 
 

へ
の
本
文
改
変
は
、
『
夫
木
抄
』
 
と
貞
享
本
系
統
等
と
が
結
果
的
に
合
敦
し
た
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
 
 

『
夫
木
抄
』
所
載
の
実
朝
歌
の
本
文
は
、
『
金
塊
集
』
 
の
諸
系
統
の
本
文
と
比
較
し
て
み
る
と
、
特
に
、
定
家
本
系
統
の
本
文
と
 
 

合
致
す
る
。
類
従
本
系
統
の
本
文
と
は
、
合
敦
す
る
こ
と
も
多
い
が
、
類
従
本
系
統
に
独
自
異
文
が
あ
り
、
『
夫
木
抄
』
と
も
異
な
 
 

る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
貞
享
本
系
統
の
本
文
と
は
、
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
。
中
で
、
写
本
系
列
の
本
文
は
、
定
家
本
系
統
の
本
文
 
 

に
近
い
こ
と
も
与
っ
て
、
『
夫
木
抄
』
 
と
合
致
す
る
こ
と
は
多
い
が
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
『
夫
木
抄
』
と
定
家
本
系
統
と
の
み
が
 
 
33   
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句
「
わ
び
し
き
袖
に
」
、
山
大
九
五
八
番
「
た
び
を
ゆ
き
し
」
歌
の
第
四
句
「
わ
た
ら
し
あ
れ
や
」
、
等
 
－
。
そ
れ
ら
は
、
松
平
文
 
 

庫
本
系
列
の
本
文
に
独
自
の
異
文
が
あ
っ
て
、
『
夫
木
抄
』
は
そ
れ
と
は
本
文
を
異
に
し
、
定
家
所
伝
本
系
列
の
本
文
と
合
致
す
る
、
 
 

と
い
う
事
例
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
さ
よ
う
な
例
を
更
に
幾
つ
か
提
示
し
、
吟
味
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

《
 
五
 
》
 
 

前
二
節
の
検
討
に
よ
っ
て
、
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
の
詞
書
及
び
歌
の
本
文
が
r
金
椀
集
』
 
の
定
家
本
系
統
に
載
る
詞
書
と
歌
 
 

の
本
文
と
ほ
ほ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
次
に
、
定
家
本
系
統
に
も
幾
つ
か
の
伝
本
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
間
 
 

に
本
文
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
定
家
本
系
統
の
諸
本
の
中
の
ど
の
よ
う
な
本
文
に
『
美
本
捗
』
は
近
い
か
、
 
 

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

と
は
い
え
、
定
家
本
系
統
 
『
金
塊
集
』
 
の
諸
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
稿
者
の
調
査
伝
本
が
五
本
と
少
な
い
。
今
後
調
査
伝
本
を
 
 

広
げ
て
吟
味
検
討
す
る
所
存
で
あ
る
が
、
そ
の
大
概
は
把
握
で
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
管
見
に
入
っ
た
そ
の
五
伝
本
の
本
文
と
 
『
夫
 
 

木
抄
』
 
の
本
文
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
定
家
所
伝
本
系
列
の
本
文
と
の
間
に
は
相
違
は
殆
ど
な
く
、
一
方
、
松
平
文
庫
本
系
列
の
 
 

本
文
と
は
い
さ
さ
か
差
異
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
異
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
前
二
節
に
お
い
て
検
討
し
た
例
に
お
い
て
も
少
々
指
 
 

摘
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
 
－
 
五
五
大
七
番
「
磨
く
さ
に
」
歌
の
第
三
句
「
村
雨
吋
」
、
一
六
九
三
五
番
「
た
び
の
空
」
歌
の
帯
四
 
 

同
文
で
、
他
の
系
統
諸
伝
本
の
本
文
は
、
『
夫
木
抄
』
 
と
は
異
な
る
、
と
い
う
例
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

要
す
る
に
、
『
夫
木
抄
』
 
の
本
文
は
、
『
金
塊
集
』
 
の
定
家
本
系
鹿
の
本
文
に
極
め
て
近
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
夫
木
抄
』
 
の
 
 

撰
歌
資
料
が
そ
の
よ
う
な
本
文
を
備
え
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
、
と
判
断
し
て
、
大
き
な
あ
や
ま
ち
は
犯
す
ま
い
。
 
 
 

そ
し
て
、
以
上
の
歌
の
本
文
に
関
す
る
 
『
夫
木
抄
』
と
『
金
塊
集
』
諸
本
と
の
間
の
相
違
の
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
結
論
は
、
前
節
 
 

に
お
い
て
試
み
た
、
詞
書
の
本
文
に
関
す
る
検
討
の
結
果
と
も
重
な
り
合
う
の
で
あ
る
っ
 
 

34  



尤 井 善 蕎  13（；  

鎌
倉
右
大
臣
 
 
 

太
上
天
皇
勅
答
 
 

八
〇
五
一
ひ
む
が
L
の
国
に
我
が
を
れ
ば
朝
日
さ
す
は
こ
や
の
山
の
か
げ
と
な
り
け
引
 
 

の
末
句
「
か
げ
と
な
り
け
引
」
を
、
『
金
塊
集
』
定
家
本
系
統
の
松
平
文
庫
本
系
列
三
本
の
み
「
か
げ
と
成
刷
引
」
と
す
る
。
鎌
田
 
 

氏
は
「
結
句
の
異
伝
、
内
閣
文
庫
B
本
（
内
本
。
大
井
注
）
 
の
『
か
げ
と
成
け
る
』
は
、
所
伝
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
『
な
り
に
き
』
 
 

の
方
が
叙
述
が
引
繁
っ
て
調
子
が
出
よ
う
」
と
言
わ
れ
る
。
「
か
げ
と
成
拙
副
」
で
あ
っ
て
も
歌
意
は
取
れ
る
が
、
こ
こ
は
、
 
 

九
一
二
二
 
ふ
か
く
さ
の
た
に
の
う
ぐ
ひ
す
春
ご
と
に
あ
は
れ
む
か
し
と
ね
を
の
み
ぞ
な
く
 
 

の
初
旬
「
ふ
か
く
さ
の
」
を
、
定
家
本
系
統
の
松
・
彰
二
本
は
「
若
草
の
」
、
内
本
は
「
春
草
の
」
と
す
る
。
他
の
伝
本
は
、
谷
森
 
 

本
『
複
葉
集
』
も
、
『
夫
木
抄
』
 
と
同
じ
く
「
採
草
の
」
 
で
あ
る
。
こ
の
歌
の
初
旬
は
、
本
歌
と
見
て
よ
い
、
 
 

六
一
九
 
よ
る
べ
な
み
身
を
こ
そ
と
ほ
く
へ
だ
て
つ
れ
心
は
君
が
影
と
な
り
に
き
 
〔
『
古
今
集
』
・
読
み
人
知
ら
ず
）
 
 

な
ど
か
ら
見
て
、
「
か
げ
と
な
り
打
引
」
が
本
来
で
あ
ろ
う
。
「
か
げ
と
成
刷
引
」
は
『
金
塊
集
』
定
家
本
系
統
の
定
家
所
伝
本
系
列
 
 

か
ら
松
平
文
庫
本
系
列
へ
至
る
間
に
生
じ
た
異
文
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
は
そ
の
本
文
は
受
け
継
い
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

春
御
歌
中
、
鴬
 
 

五
一
八
 
や
ま
ざ
と
も
う
き
世
の
な
か
を
は
な
れ
ね
ば
た
に
の
う
ぐ
ひ
す
ね
を
の
み
ぞ
な
く
（
『
金
菓
集
』
・
摂
政
左
大
臣
）
 
 

訊
 
 

か
ら
、
「
保
革
の
」
が
妥
当
で
あ
る
 
（
文
屋
廉
秀
の
歌
を
本
歌
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
補
注
に
、
「
保
革
 
 

の
み
か
ど
の
御
国
忌
の
日
よ
め
る
」
と
い
う
詞
書
と
の
関
連
で
考
察
が
あ
る
）
。
「
若
草
の
」
や
「
春
草
の
」
を
初
句
と
し
て
も
意
味
 
 

は
取
れ
る
が
、
こ
れ
は
文
屋
の
歌
を
本
歌
と
す
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
人
物
の
意
改
あ
る
い
は
誤
写
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
定
家
本
系
統
松
平
文
庫
本
系
列
の
独
自
異
文
は
、
『
夫
木
抄
』
 
の
本
文
に
は
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
。
他
に
も
か
 
 

よ
う
な
例
は
幾
つ
も
あ
る
。
そ
れ
に
、
例
示
す
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
於
平
文
庫
本
系
列
の
中
で
も
、
特
に
内
本
に
は
独
自
異
文
 
 

が
多
い
。
そ
の
異
文
も
『
夫
木
抄
』
 
の
本
文
と
は
関
連
が
な
い
 
（
前
二
節
の
検
討
の
間
に
、
内
本
の
独
自
異
文
に
つ
い
て
も
、
幾
つ
 
 

か
指
摘
し
た
）
。
以
上
の
件
は
、
本
稿
の
検
討
に
も
大
い
に
関
わ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
定
家
本
系
統
 
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
流
伝
の
 
 
3
5
 
 
 

八
四
六
 
草
ふ
か
き
霞
の
谷
に
影
か
く
し
て
る
ひ
の
く
れ
し
け
ふ
に
や
は
あ
ら
ぬ
 
（
F
古
今
集
』
・
文
屋
康
秀
）
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七
三
 
空
蝉
の
世
に
も
に
た
る
か
花
ぎ
く
ら
さ
く
と
見
し
ま
に
か
つ
ち
り
に
け
り
 
（
『
古
今
集
ヒ
 
 

を
本
歌
と
し
て
お
り
、
そ
の
末
旬
か
ら
見
て
、
『
金
視
集
』
等
の
「
ち
り
に
け
る
か
な
」
が
本
来
の
歌
形
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
編
纂
 
 

時
に
改
変
さ
れ
た
の
か
、
撰
歌
資
料
で
既
に
 
「
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
」
 
の
歌
形
に
な
っ
て
い
た
の
か
、
判
然
と
し
な
い
が
。
 
 

牧
歌
中
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 
 

四
九
六
二
 
か
り
が
ね
引
と
も
ま
ど
は
せ
り
し
が
ら
き
の
ま
き
の
そ
ま
山
き
り
打
廿
射
ら
し
 
 

出
〕
■
遡
〕
 
の
初
旬
「
か
り
が
ね
引
」
は
、
『
金
塊
集
』
諸
本
・
万
代
集
』
・
『
雲
葉
塁
・
『
歌
枕
名
寄
』
等
、
全
て
「
か
り
が
ね
嘲
」
と
す
る
 
 

（
『
金
塊
集
』
 
の
伝
本
の
中
に
は
、
「
夫
木
抄
』
に
よ
っ
て
「
も
ィ
」
と
校
合
す
る
本
が
幾
つ
か
あ
る
）
。
ま
た
、
末
旬
を
「
き
り
相
 
 

可
引
ら
し
」
と
す
る
の
も
、
こ
の
貢
木
抄
』
と
覇
枕
名
寄
』
の
み
で
、
他
は
、
「
き
り
村
村
馴
ら
し
」
で
あ
る
－
 
「
露
出
り
 
 

割
か
し
」
（
静
）
・
「
き
り
た
ゝ
る
割
U
」
（
閣
）
と
い
う
誤
謬
と
見
て
よ
い
独
自
異
文
を
持
つ
伝
本
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
夏
木
 
 
 

一
五
〇
〇
 
春
ふ
か
み
嵐
の
山
の
さ
く
ら
花
さ
く
と
み
し
ま
に
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
 
 

人
打
l
 
の
末
句
を
『
夫
木
抄
』
は
「
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
」
と
す
る
が
、
管
見
に
入
っ
た
『
金
塊
集
』
諸
本
も
、
『
風
雅
集
』
も
、
『
歌
枕
名
寄
』
 
 

も
、
す
べ
て
「
ち
り
に
け
る
か
な
」
と
す
る
。
『
夫
木
抄
』
 
の
本
文
は
、
独
自
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
稿
者
の
未
見
の
資
 
 

料
に
拠
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
集
の
独
自
異
文
と
見
る
外
な
い
。
こ
の
歌
は
、
 
 

（
題
知
ら
ず
）
 
（
六
九
番
詞
書
）
 
 

（
よ
み
人
L
ら
ず
）
 
（
」
ハ
九
番
）
 
 

問
題
で
あ
り
、
改
め
て
報
告
す
る
所
存
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ご
く
結
論
的
な
こ
と
の
み
を
述
べ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。
 
 
 

要
す
る
に
、
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
は
、
定
家
本
系
統
「
金
塊
集
』
 
の
中
で
も
、
松
平
文
庫
系
列
と
は
い
さ
さ
か
離
れ
 
 

る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
定
家
所
伝
本
の
本
文
の
方
に
近
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 
 

最
後
に
、
『
夫
木
抄
』
 
で
は
 
「
金
塊
集
』
 
の
諸
系
統
と
同
文
の
本
文
そ
の
ま
ま
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
、
 
 

幾
つ
か
の
例
を
提
示
し
て
、
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
『
夫
木
抄
』
独
自
の
異
文
が
散
見
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

御
集
、
落
花
 
 

鎌
倉
右
大
臣
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一
〇
九
l
 
痛
足
河
 
河
浪
立
奴
 
巻
昌
之
 
由
槻
我
高
仁
 
雲
居
立
有
良
志
 
（
巻
第
七
）
 
 

の
未
句
の
訓
み
に
関
わ
っ
て
い
る
。
『
万
葉
集
』
 
の
訓
み
に
、
仙
覚
以
前
に
「
た
た
る
ら
し
」
 
の
訓
み
が
あ
っ
た
。
特
定
の
伝
本
の
 
 

「
霧
た
ゝ
る
ら
か
し
」
「
き
り
た
ゝ
る
ま
L
」
と
い
う
独
自
異
文
は
別
と
L
て
、
『
金
塊
集
】
諸
本
の
「
き
り
た
た
る
ら
し
」
と
い
う
 
 

本
文
が
妥
当
で
あ
る
。
鎌
田
氏
は
、
「
夫
木
抄
に
は
 
『
霧
た
て
る
ら
し
』
 
と
あ
り
、
現
存
の
金
塊
集
諸
本
と
は
別
の
資
料
に
基
づ
く
 
 

ら
し
い
形
跡
を
示
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
。
『
夫
木
抄
』
 
は
、
「
か
り
が
ね
は
」
 
「
き
り
た
て
る
ら
し
」
と
、
他
と
は
別
の
独
自
の
 
 

本
文
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

御
集
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

一
一
九
三
 
大
海
ホ
 
荒
莫
吹
 
四
長
鳥
 
店
名
之
湖
ホ
 
舟
泊
左
右
手
 
（
巻
第
七
）
 
 

の
第
四
・
五
旬
の
訓
み
に
関
わ
っ
て
い
る
。
紀
州
本
『
万
葉
集
』
 
の
訓
み
が
 
「
ヰ
ナ
ノ
ミ
ツ
ウ
ミ
ニ
フ
ネ
ト
ム
ル
マ
テ
」
 
で
、
『
金
 
 

塊
集
」
諸
本
ヤ
谷
森
本
『
複
葉
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
 
の
本
文
は
、
『
頼
衆
古
集
し
 
の
「
ゐ
な
の
の
う
み
に
ふ
ね
と
む
る
 
 

ま
て
」
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
夫
木
抄
』
は
こ
こ
に
独
自
異
文
を
持
つ
わ
け
で
あ
る
が
、
根
拠
の
あ
る
、
つ
ま
り
r
類
釆
古
集
』
 
 

の
ご
と
き
訓
み
に
拠
る
改
変
を
経
た
本
文
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
改
変
が
、
撰
歌
資
料
に
お
け
る
も
の
か
、
『
夫
木
抄
」
編
纂
 
 

時
あ
る
い
は
 
『
夫
木
抄
』
 
転
写
時
の
も
の
か
は
、
判
然
と
L
な
い
が
。
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 
 

社
頭
秋
風
 
 

血
五
九
四
五
 
ふ
り
に
け
る
あ
け
の
玉
が
き
神
さ
び
て
や
れ
た
る
み
す
に
秋
風
ぞ
ふ
く
 
 

の
未
旬
「
帆
風
ぞ
ふ
く
」
は
、
『
金
塊
塁
諸
本
で
も
谷
森
本
蚕
業
集
』
で
も
「
掛
風
ぞ
ふ
く
」
と
あ
る
。
『
金
棟
集
』
諸
本
も
谷
 
3
7
 
 
 

一
〇
三
四
四
 
み
な
と
風
い
た
く
な
吹
き
そ
L
な
が
鳥
ゐ
な
野
の
海
に
舟
と
む
る
ま
で
 
 
 

こ
の
歌
は
、
『
金
塊
集
』
 
で
は
貞
享
本
系
統
の
み
に
載
り
、
類
従
本
系
統
で
は
「
一
本
及
印
本
所
載
歌
」
に
追
補
さ
れ
る
も
の
で
 
 

あ
る
が
、
そ
の
第
四
句
「
ゐ
な
野
の
海
に
」
ほ
、
『
夫
木
抄
』
 
の
独
自
本
文
で
、
他
の
 
『
金
塊
集
』
諸
本
と
谷
森
本
 
『
複
葉
集
』
と
 
 

は
 
「
い
な
の
み
づ
う
み
」
「
い
な
の
水
う
み
に
」
と
す
る
。
こ
の
異
同
も
、
本
歌
で
あ
る
、
『
万
葉
集
』
 
の
、
 
 

抄
』
と
の
関
連
は
な
い
と
見
て
よ
い
 
－
。
こ
こ
は
、
鎌
田
氏
の
御
指
摘
の
と
お
り
、
『
万
葉
集
』
 
の
、
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森
本
『
複
葉
集
』
も
詞
書
は
「
社
頭
松
風
」
 
で
あ
る
。
『
夫
木
抄
』
は
詞
書
を
「
社
頭
秋
風
」
と
す
る
か
ら
、
歌
の
 
「
秋
風
」
が
誤
 
 
謁
 
 

写
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
『
夫
木
抄
』
の
撰
歌
資
料
も
し
く
は
r
夫
木
抄
』
の
編
纂
時
に
、
「
社
頭
帆
風
」
の
歌
と
し
て
、
末
句
を
「
帆
 
 

風
ぞ
ふ
く
」
と
改
め
た
、
と
考
え
る
外
な
い
。
こ
れ
も
、
『
夫
木
抄
』
 
の
独
自
の
本
文
の
例
で
あ
る
。
 
 
 

『
夫
木
抄
』
 
に
独
自
の
本
文
が
見
ら
れ
る
例
を
四
例
、
検
討
し
た
。
質
の
面
か
ら
見
て
大
き
な
異
文
の
例
は
、
以
上
が
全
て
で
あ
 
 

る
が
、
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
が
、
必
ず
し
も
現
存
 
『
金
塊
集
』
そ
の
他
の
歌
資
料
の
い
ず
れ
か
の
本
文
と
合
致
す
る
と
は
限
ら
 
 

ず
、
独
自
の
本
文
を
有
す
る
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
か
に
で
き
た
。
そ
の
異
文
が
、
撰
歌
資
料
の
段
階
で
既
に
生
じ
て
い
 
 

た
の
か
、
『
夫
木
抄
』
 
に
お
け
る
も
の
な
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
が
。
こ
の
件
は
、
『
夫
木
抄
』
 
に
の
み
 
「
鎌
倉
右
大
臣
」
 
の
詠
と
 
 

し
て
載
る
十
余
首
の
歌
が
あ
る
こ
と
と
、
あ
る
い
は
無
関
係
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
 
 

以
L
の
本
節
の
検
討
を
通
じ
て
、
『
夫
木
抄
』
 
所
載
実
朝
歌
は
、
『
金
塊
集
』
定
家
本
系
統
定
家
所
伝
本
系
列
の
本
文
に
極
め
て
近
 
 

い
こ
と
、
但
し
、
そ
の
撰
歌
資
料
の
段
階
か
ら
そ
う
で
あ
る
の
か
 
『
夫
木
抄
』
編
纂
の
段
階
で
本
文
が
変
え
ら
れ
た
の
か
判
然
と
し
 
 

な
い
が
、
現
存
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
と
は
異
な
り
、
改
変
が
試
み
ら
れ
て
い
る
本
文
も
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、
見
受
け
ら
れ
る
、
 
 

と
い
う
こ
と
が
明
か
に
で
き
た
。
『
夫
木
抄
』
は
、
「
建
暦
三
年
十
二
月
十
八
日
」
 
に
藤
原
定
家
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
誰
か
が
書
写
し
 
 

た
本
に
極
め
て
近
い
本
文
を
備
え
る
撰
歌
資
料
に
よ
っ
て
源
実
朝
の
歌
を
撰
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 

《
 
」
ハ
 
》
 
 
 

煩
雑
に
わ
た
っ
た
本
稿
を
整
理
L
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
 
 

『
夫
木
抄
』
 
に
は
、
詠
音
名
を
「
鎌
倉
右
大
臣
」
と
す
る
歌
が
九
十
首
程
、
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

そ
の
内
、
十
六
首
は
 
『
金
塊
集
』
 
現
存
諸
本
に
は
載
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
十
六
首
の
内
の
一
首
は
 
『
東
撰
六
帖
』
中
川
文
庫
本
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に
「
鎌
倉
右
大
臣
」
 
の
歌
と
し
て
載
る
。
但
し
、
『
夫
木
抄
』
 
の
伝
本
の
中
に
こ
の
歌
を
載
せ
な
い
も
の
が
あ
り
、
こ
の
歌
の
詞
書
 
 

に
も
疑
義
が
あ
る
。
こ
の
歌
を
 
『
夫
木
抄
』
 
の
記
載
の
ま
ま
実
朝
歌
と
認
め
る
に
は
、
厳
密
な
考
証
を
要
し
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
十
 
 

六
首
の
中
の
一
首
が
、
『
東
撰
六
帖
』
 
類
従
本
系
統
で
は
 
「
光
西
法
師
」
 
の
歌
と
し
て
載
る
。
こ
の
歌
は
、
『
夫
木
抄
』
 
で
は
実
朝
歌
 
 

と
す
る
が
、
詠
者
存
疑
と
す
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
『
夫
木
抄
』
 
に
「
鎌
倉
右
大
臣
」
と
し
て
載
る
歌
の
中
の
二
首
は
、
間
違
 
 

い
な
く
実
朝
詠
で
あ
る
、
と
は
言
え
な
い
歌
な
の
で
あ
る
。
詠
者
存
疑
と
す
べ
き
歌
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

F
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
は
、
『
金
塊
集
』
諸
系
統
の
中
で
は
、
定
家
本
系
統
本
文
に
き
わ
め
て
近
い
。
貞
享
本
系
統
本
文
と
は
 
 

か
な
り
異
な
る
本
文
で
あ
る
。
類
従
本
系
統
の
本
文
と
は
、
貞
草
本
系
統
に
比
べ
る
と
、
似
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
こ
の
系
統
本
文
 
 

に
は
独
自
の
も
の
が
あ
り
、
『
夫
木
抄
』
 
は
、
そ
の
類
従
本
系
鹿
独
自
の
本
文
は
備
え
て
い
な
い
。
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
諸
本
 
 

の
中
で
も
、
特
に
、
定
家
所
伝
本
系
列
、
つ
ま
り
、
建
暦
三
年
に
定
家
と
そ
の
周
辺
の
人
が
書
写
し
た
定
家
所
伝
本
の
本
文
に
か
な
 
 

り
近
い
。
定
家
本
系
統
の
本
文
は
、
定
家
所
伝
本
が
転
写
さ
れ
る
こ
と
で
少
々
本
文
変
化
が
生
じ
、
松
平
文
庫
本
系
列
の
本
文
へ
と
 
 

変
化
す
る
の
で
あ
る
が
、
『
夫
木
抄
』
 
の
本
文
は
、
そ
の
変
化
L
た
於
平
文
庫
本
系
列
の
本
文
を
継
承
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

『
夫
木
抄
』
 
は
、
定
家
自
身
が
二
部
分
を
写
し
周
辺
の
誰
か
に
そ
の
殆
ど
を
書
き
写
さ
せ
た
、
定
家
所
伝
本
の
本
文
に
極
め
て
近
 
 

い
本
文
を
持
つ
資
料
か
ら
、
歌
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
の
事
実
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
 
 
 

『
夫
木
抄
』
 
の
撰
者
で
あ
る
藤
原
長
括
は
、
遠
江
国
防
開
田
 
（
勝
田
）
 
に
住
ん
だ
。
歌
を
冷
泉
為
相
に
学
ん
だ
。
そ
の
為
相
は
、
 
 

正
応
五
年
 
（
一
二
九
二
）
 
以
後
、
多
く
鎌
倉
に
住
ん
で
お
り
、
何
度
も
藤
原
長
清
の
許
へ
足
を
運
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
為
相
の
大
き
 
 

草
 
 

な
助
力
が
あ
っ
て
、
こ
の
 
『
夫
木
抄
』
 
は
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
夫
木
抄
』
 
は
、
鎌
倉
、
あ
る
い
は
、
関
東
を
そ
の
成
 
 

立
場
所
と
す
る
私
撰
集
な
の
で
あ
る
。
京
都
で
成
っ
た
の
で
は
な
い
。
塙
者
は
、
こ
の
点
を
重
視
す
る
。
 
 
 

建
暦
三
年
に
藤
原
定
家
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
人
が
実
朝
の
家
集
を
書
写
L
た
。
そ
の
際
に
定
家
等
が
依
拠
し
た
の
は
、
鎌
倉
の
実
 
 

朝
の
も
と
か
ら
届
け
ら
れ
た
実
朝
家
集
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
朝
家
集
に
定
家
は
定
家
一
流
の
本
文
校
訂
を
行
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
 
 

の
結
果
残
さ
れ
た
の
が
、
今
日
ま
で
伝
わ
る
、
い
わ
ゆ
る
定
家
所
伝
本
『
金
棟
集
』
 
で
あ
る
。
以
後
、
こ
の
定
家
所
伝
本
が
転
写
さ
 
 
3∈l   
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
い
わ
ば
「
京
都
本
」
の
実
朝
家
集
で
あ
る
。
一
方
、
鎌
倉
の
実
朝
の
手
元
に
は
、
 
 

定
家
の
許
へ
届
け
た
家
集
の
元
に
な
っ
た
実
朝
家
集
が
残
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
い
わ
ば
 
「
鎌
倉
本
」
 
の
実
朝
家
集
で
あ
る
。
 
 

そ
の
 
「
鎌
倉
本
」
 
の
実
朝
家
集
は
、
現
在
見
る
 
『
金
塊
集
』
、
特
に
定
家
所
伝
本
『
金
塊
集
』
 
と
同
じ
で
あ
っ
た
保
証
は
な
い
。
む
 
 

L
ろ
、
現
存
『
金
塊
集
』
 
よ
り
も
大
部
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
ほ
う
が
、
可
能
性
が
高
い
。
実
朝
は
自
分
の
歌
を
精
選
し
て
定
家
 
 

の
許
へ
送
っ
た
、
こ
う
考
え
る
の
で
あ
る
。
L
か
し
、
そ
の
 
「
鎌
倉
本
」
 
の
実
朝
家
集
の
本
文
は
、
本
文
変
化
の
生
じ
て
い
る
現
存
 
 

の
類
従
本
系
統
や
貞
享
本
系
統
の
 
『
金
塊
集
』
 
に
比
L
て
、
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
に
、
そ
れ
も
定
家
所
伝
本
系
列
に
、
更
に
言
 
 

え
ば
定
家
所
伝
本
そ
の
も
の
に
極
め
て
近
い
本
文
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
ご
く
自
然
で
あ
ろ
う
。
弥
富
破
摩
雄
氏
は
、
「
視
れ
 
 

が
建
暦
三
年
十
二
月
以
前
の
所
詠
を
書
き
集
め
て
、
定
家
に
批
点
を
乞
う
た
本
 
－
 
完
家
本
の
原
本
 
－
 
や
、
此
れ
を
基
礎
に
建
暦
 
 

三
年
十
二
月
以
後
の
作
も
、
必
ず
纏
め
た
ら
う
被
れ
が
家
集
－
－
⊥
郡
含
右
大
臣
集
と
い
ふ
が
如
き
∃
は
必
ず
存
し
た
ら
う
が
、
鎌
 
 

倉
中
心
の
混
乱
の
為
め
に
、
散
侠
紛
失
し
た
ら
う
と
い
ふ
事
は
考
へ
ら
れ
る
。
彼
の
夫
木
抄
に
 
『
徴
集
』
 
と
あ
る
は
必
ず
や
此
の
類
 
 

封
 
 

の
も
の
で
あ
ら
う
」
 
と
い
わ
れ
た
。
『
夫
木
抄
』
 
の
成
つ
た
の
が
、
本
稿
冒
頭
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
延
慶
三
年
頃
で
あ
る
か
ら
、
 
 

定
家
所
伝
本
と
い
う
実
朝
の
二
十
二
読
ま
で
の
家
集
に
比
べ
て
、
実
朝
の
没
す
る
ま
で
の
歌
が
増
補
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
 
 

な
く
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
さ
よ
う
に
推
測
す
る
た
め
の
確
実
な
証
拠
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
従
っ
て
、
「
建
暦
三
年
十
二
月
以
後
 
 

の
作
も
」
と
言
わ
れ
る
点
は
俄
か
に
は
従
え
な
い
。
し
か
し
、
『
夫
木
抄
』
 
の
詞
書
に
「
御
集
」
と
あ
る
撰
歌
資
料
を
、
「
被
れ
が
家
 
 

集
－
－
鎌
倉
右
大
臣
集
と
い
ふ
が
如
き
 
ー
 
」
と
さ
れ
る
弥
富
氏
の
推
測
は
、
中
っ
て
い
る
。
 
 
 

『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
の
撰
歌
資
料
は
、
そ
の
よ
う
な
、
鎌
倉
に
残
さ
れ
た
実
朝
家
集
、
も
し
く
は
そ
の
転
写
本
で
あ
る
、
こ
 
 

1
5
■
 
 

う
考
え
る
の
で
あ
る
 
一
 
美
は
、
別
途
検
討
を
加
え
、
別
に
発
表
を
予
定
L
て
い
る
、
『
東
撰
六
帖
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
の
吟
味
 
 

か
ら
導
か
れ
た
結
論
も
、
本
稿
の
 
『
夫
木
抄
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
の
吟
味
か
ら
す
る
結
論
と
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。
『
東
撰
六
 
 

帖
』
 
は
、
『
夫
木
抄
』
よ
り
も
更
に
お
よ
そ
四
十
年
も
早
く
、
鎌
倉
に
お
い
て
編
ま
れ
た
集
で
あ
る
が
 
ー
。
 
 

「
鎌
倉
右
大
臣
」
の
歌
と
し
て
『
夫
木
抄
』
の
み
に
載
る
歌
は
、
確
か
に
実
朝
の
詠
で
あ
る
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
な
い
。
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本
稿
に
お
け
る
検
討
で
は
、
そ
の
間
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
っ
そ
れ
ら
は
、
実
朝
詠
と
い
う
保
証
が
な
い
歌
、
と
し
 
 

て
お
く
ほ
か
な
い
。
L
か
し
、
『
夫
木
抄
』
 
が
、
実
朝
が
藤
原
定
家
の
許
に
届
け
た
実
朝
の
家
集
の
本
文
と
極
め
て
近
い
本
文
を
有
 
 

す
る
撰
歌
資
料
に
よ
っ
て
、
「
九
十
首
程
」
の
実
朝
歌
を
人
集
さ
せ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
の
確
認
は
、
『
金
塊
和
歌
集
』
の
、
ま
た
、
 
 

実
朝
歌
の
研
究
に
お
い
て
、
特
に
、
そ
の
本
文
流
伝
の
研
究
に
お
い
て
、
無
意
味
な
こ
と
で
も
あ
る
ま
い
。
 
 

〔
注
〕
 
 

1
、
最
も
最
近
の
研
究
成
果
で
あ
る
 
『
新
編
国
歌
大
粒
 
第
二
巻
 
私
撰
集
編
」
 
（
昭
和
五
九
年
3
月
）
 
の
 
「
解
題
」
 
に
お
い
て
、
浜
口
博
幸
 
 

氏
と
福
H
秀
一
氏
が
、
「
延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
 
頃
の
撰
か
」
と
さ
れ
る
。
 
 

2
、
岩
波
書
店
刊
 
『
藤
原
定
家
所
伝
本
 
金
塊
和
歌
集
』
 
の
 
「
解
説
」
 
（
佐
佐
木
信
綱
博
士
。
昭
和
五
年
1
月
）
 
に
、
発
見
の
い
き
さ
つ
や
、
 
 

史
U
 
 

9
 
 

0
、
 
 

1
 
 

1
、
 
 
 

1
 
 
 

当
時
の
研
究
の
動
向
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
 
 

『
歴
代
歌
人
研
究
8
 
源
実
朝
』
 
（
昭
和
一
三
年
6
月
）
 
 

『
日
本
文
学
者
評
伝
全
書
 
源
実
朝
J
 
（
昭
和
一
七
年
1
0
月
）
 
 

r
源
実
朝
』
 
（
昭
和
一
八
年
1
1
月
）
 
 

新
潮
日
本
古
典
集
成
 
F
金
塊
和
歌
集
』
 
（
昭
和
五
大
年
6
月
）
 
 

「
新
編
国
歌
大
観
 
第
二
巷
 
私
撰
集
編
』
 
（
昭
和
五
九
午
3
月
）
 
 

国
書
刊
行
会
本
 
F
夫
木
和
歌
抄
』
 
（
明
治
三
九
年
1
1
月
）
 
 

『
細
川
家
 
永
青
文
庫
叢
刊
 
夫
木
和
歌
抄
（
上
・
下
こ
 
（
昭
和
五
人
年
6
■
9
月
）
 
 

山
田
清
市
氏
・
小
鹿
野
茂
次
氏
著
 
（
昭
和
四
二
年
5
月
）
。
「
改
訂
版
」
 
（
昭
和
五
六
年
9
月
）
 
に
よ
る
。
 
 

「
谷
森
本
一
律
葉
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
吟
味
か
ら
1
貞
享
四
年
版
本
系
統
F
金
塊
和
歌
集
』
の
本
文
流
伝
の
閉
篭
ヘ
 
ー
 
」
（
「
文
 
 

芸
言
語
研
究
 
文
芸
篇
」
 
二
八
・
平
成
七
年
9
月
）
。
「
「
金
塊
和
歌
集
』
 
貞
享
本
系
統
本
文
考
 
－
 
所
載
歌
と
歌
順
の
吟
味
 
－
 
」
 
（
「
筑
 
 

波
大
学
平
家
部
会
論
集
」
五
・
平
成
七
年
1
1
月
）
。
「
『
万
代
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
」
 
（
新
典
社
研
究
叢
書
『
古
文
学
の
流
域
丁
 
 

平
成
八
年
4
月
）
。
い
ま
一
つ
、
「
F
東
撰
和
歌
六
帖
』
 
所
載
実
朝
歌
の
本
文
の
吟
味
か
ら
」
を
、
桑
原
博
史
氏
編
 
『
日
本
古
典
文
学
の
諸
 
 

相
』
 
（
平
成
九
年
3
月
刊
行
予
定
）
 
に
寄
稿
し
た
。
 
 

樋
口
芳
麻
呂
氏
は
、
『
金
塊
集
」
 
の
諸
本
を
「
建
暦
三
年
本
と
椰
営
亜
規
本
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
」
と
し
、
「
建
暦
三
年
本
系
統
の
伝
 
 

本
」
と
し
て
 
「
群
書
類
従
本
も
奥
書
は
付
せ
ら
れ
な
い
も
の
の
同
系
統
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
 
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
 
『
金
塊
和
歌
集
』
・
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0
、
 
 
 

3
 
 
 

1
、
 
 

3
 
 

昭
和
五
六
年
6
月
）
 
の
 
「
解
説
」
、
な
ど
。
 
 

『
東
棟
六
帖
」
 
は
、
『
続
群
書
類
従
L
 
所
収
本
文
の
系
統
 
（
続
群
書
類
従
本
・
彰
考
銘
文
庫
歳
本
・
松
平
文
庫
蔵
本
を
調
査
し
た
）
 
と
祐
徳
 
 

稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫
本
の
系
統
の
二
系
統
に
分
類
さ
れ
る
。
前
者
は
 
「
春
部
」
 
の
み
の
写
本
、
後
者
は
前
者
の
完
本
か
ら
歌
を
抜
粋
 
 

し
た
本
で
、
「
冬
部
」
 
の
中
ほ
ど
ま
で
の
残
欠
本
。
 
 

「
源
実
朝
の
和
歌
」
 
（
「
国
語
」
・
昭
和
二
四
年
2
月
）
 
 

注
1
1
の
拙
論
の
内
、
「
『
素
裸
和
歌
六
帖
」
所
載
実
朝
歌
の
本
文
の
吟
味
か
ら
」
。
 
 

注
1
1
の
拙
論
の
内
、
「
谷
森
本
 
『
複
葉
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
吟
味
か
ら
」
。
 
 

『
金
塊
和
歌
集
全
評
釈
」
 
（
昭
和
五
八
年
1
月
）
 
 

答
森
本
『
複
葉
集
』
 
は
．
『
図
書
寮
叢
刊
 
複
葉
和
歌
集
」
 
（
宮
内
庁
書
陛
部
編
。
昭
和
五
一
年
3
月
）
 
に
よ
る
。
 
 

r
玉
葉
集
」
等
、
勅
撰
集
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
第
一
巻
 
勅
撰
集
梶
』
所
収
に
よ
る
。
 
 

日
本
古
典
文
学
大
系
『
山
家
集
 
金
塊
和
歌
集
』
 
の
内
、
小
島
吉
雄
氏
校
注
 
（
昭
和
三
六
年
1
月
）
。
 
 

∃
お
れ
お
れ
」
未
練
の
記
」
 
（
「
源
実
朝
」
所
収
・
昭
和
一
八
年
1
1
月
）
 
 

『
万
葉
集
』
 
は
、
「
新
編
国
歌
大
観
 
第
二
巻
 
私
撰
集
編
』
 
所
収
に
よ
る
。
そ
の
訓
み
は
、
『
校
本
万
葉
集
」
を
参
照
し
た
。
 
 

『
古
今
和
歌
六
帖
」
は
、
「
新
編
国
歌
大
観
 
第
二
巻
 
私
撰
集
編
』
所
収
に
よ
る
。
 
 

往
1
1
の
瑚
論
の
内
、
〓
万
代
和
歌
集
」
所
載
実
朝
歌
の
本
文
」
。
 
 

『
正
治
後
度
百
首
」
 
『
正
治
初
産
古
首
」
は
、
F
新
編
国
歌
大
観
 
第
四
巷
 
私
撰
集
編
」
所
収
に
よ
る
。
 
 

「
隆
信
集
」
は
、
「
私
家
集
大
成
 
第
三
巻
 
中
世
I
」
所
収
に
よ
る
。
 
 

F
歌
枕
名
寄
』
 
は
、
「
古
典
文
庫
」
所
収
に
よ
る
。
 
 

r
万
代
集
」
 
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
第
二
巷
 
私
撰
集
編
」
所
収
に
よ
る
。
 
 

F
雲
集
集
』
は
、
『
辞
書
類
従
 
巻
第
一
五
二
」
所
収
（
完
成
会
刊
本
）
 
に
よ
り
、
「
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
 
第
三
四
巻
』
所
収
を
参
照
す
 
 

る
。
 
 

『
夫
木
抄
』
 
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
『
和
歌
大
辞
典
』
 
の
 
「
夫
木
和
歌
抄
」
 
の
項
 
（
浜
口
博
幸
氏
担
当
）
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
第
二
巷
 
 

私
撰
集
編
」
 
の
 
「
夫
木
和
歌
抄
」
 
の
 
「
解
題
」
 
（
浜
口
博
幸
氏
・
福
田
秀
一
氏
担
当
）
 
に
よ
る
。
 
 

「
実
朝
の
歌
と
乗
撰
六
帖
」
 
（
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
・
昭
和
一
四
年
4
月
）
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